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巻頭記

信州大学山地水環境教育研究センターが誕生してから2年が経過しました｡平成14

年度は設立当初に掲げた｢教育｣ ｢研究｣ ｢地域貢献｣ ｢国際貢献｣の四つの課題に取り

組みました｡

｢教育｣では理学部と経済学部の専門教育と共通教育の授業を担当し､また理学部と

大学院工学系研究科に在籍する13名の学生の研究指導を行いました｡そして､博士課

程後期学生1名､博士課程前期学生3名､学部4年生5名の卒業生を送り出しました｡

また､国立大学の学生を対象とした単位互換性の公開臨湖実習を行いました｡ ｢研究｣

では湖沼･河川の水質汚濁､有害化学物質汚染の現状と対策､及び生態系との関わりを

探求し､多くの業績を上げました｡ ｢地域貢献｣では､地域住民の環境教育-の貢献を

目的とし､施設の一般公開や公開講演会を開きました｡また､地域の民間グループや行

政と連携して､湖沼の水環境保全推進のための様々なイベントを催しました｡さらに､

長野県の教職員を対象とした湖沼環境実習も行いました｡そして､ ｢国際貢献｣｡これに

ついては､当センターが中心となり､諏訪市で国際河川湖沼環境シンポジウムを開催し

ました｡これには韓国や中国から多くの研究者､学生が参加し､アジア地域が抱えてい

る水環境問題の整理とその対策の検討､そして国際交流という点で大きな成果を上げま

した｡これらの成果は､本年報にまとめられています｡

山地水環境教育研究センターは専任教官4名､客員教授1名の極めて小さな組織です

が､水環境の保全に関する教育や研究-の貢献が地域社会からも強く期待される存在と

なっています｡その期待に応えるべく努力を続けていく所存ですので､これからも多く

の方々のご支援､ご鞭榛を賜りますようお願いいたします｡
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組織

陸水生態系部門

湖沼,河川と集水域(市衝地,農耕地,森林など)の生態系の構造や機能,汚染物質の

挙動を物質循環を軸に解析し,集水域での人間活動と湖沼環境との相互関係を研究する｡そ

れにより,水環境問題を顕在化させ,またその発生メカニズムを解明する｡その成果を基

に,実際の湖沼や集水域を利用した学生実習,研究指導等の教育活動を行なう｡

水環境保全部門

陸水生態系部門での研究成果を入れながら悪化した湖沼,河川等の水環境の再生,修復

についての手法の開発研究を進める｡また,手法の開発にあたっては,社会科学的アプロ

ーチも取り入れ,政策提言としても有効性をもちうるような手法作りをめざすo　さに,そ

れに基づいて環境保全に関する学生実習や研究指導等の教育活動を行い,また環境政策フ

ォーラムの開催等を通じて積極的に地域に対して発言活動を行なう｡

施設および研究設備

施設

数地面積　995m2

建物　総面積1,540m2　　鉄筋コンクリート5階建て

1階:事務室,研究室,資料調整室,暗室,機械室,浴室

2階:センター長室･応接室,研究室,実験室,食堂,炊事室

3階:学生実習室(30名),実験室,機器分析室,顕微鏡室,電子顕微鏡童

4階:講義茎(30孝,),図書室,標本室,資料室,集会室,教官宿泊室

5階:学生宿泊室5, (30名),学習室,洗濯洗面室,生物培養室

研究設備

調査船(FRPボート) 3隻,各種調査用具,各種実験機材,顕微鏡類,各種分析機器,培養

機器
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平成14年度のセンター活動概要

平成14年度の山地水環境教育研究センターの主な活動を以下に時間を追って記す｡

憲法記念日の5月3日(金)､今では恒例となっているチャリティーウオーク(今回は第11

回)が開催された｡これは､ JAM(全国語学教育学会)と市民グループの諏訪まちづくり懇談

会が主催し､信州大学山地水環境教育研究センターが協力しているもので､市民とともに

諏訪湖を徒歩で半周し､諏訪湖の水環境保全を考えるというイベントである｡道中､セン

ターの教官と学生が諏訪湖の水質と生態系についての解説役を担当した｡ウオーキングの

ゴール地点となっている釜口水門では､音楽家によるフルートとギターの演奏会や､子ど

もの参加者を対象にした諏訪湖に関するクイズ大会が開かれた｡釜口水門からの帰路､参

加者は遊覧船に乗ったが､その船上でセンターの教官が諏訪湖の生態系についての解説を

行った｡

山地水環境教育研究センターの一般公開を6月22日(土)に行った｡センターに在籍する

学生が主体となり､アオコ､ミジンコ､魚､水草､底生動物など､諏訪湖を中心とした湖

沼の生物や湖沼生態系の解説､河川･湖沼における有害化学物質汚染について来訪者にわ

かりやすく解説した｡また､大学院生による研究成果発表会も行った｡来訪者の多くは家

族連れや高校生で､普段見慣れないプランクトンを顕微鏡で観察したり､目に見えない有

害化学物質汚染の解説に熱心に耳を傾けていた｡

7月11日(木)～14日(日)には､諏訪市のラコ華乃井ホテルにて､国際河川湖沼環境シン

ポジウムが開かれた｡これは､センターが中心となり､信州大学理学部と繊維学部との共

催で開いたもので､韓国､中国､日本の河川･湖沼の研究者が中心となった水環境に関す

る会議である｡会議では41件の口頭発表と､ 61件にのぼるポスター発表があった｡参加者

数は150名を超え､その中でも韓国と中国を中心として外国からの参加者が半数近い70名

を超えた｡また､そのうちの約半数が学生という､若者の活気があふれる会議となった｡

7月22(月)～26日(金)には､高等学校農場協会の依頼を受けて､農業高等学校の教員24

名を対象とした環境科学基礎実習を行った｡これは､諏訪湖をフィールドとして､人間活

動と湖沼の水環境･生態系との関わりの理解を深めるための実習であった｡

公開臨湖実習を8月5日(月)～10日(土)に開催した｡これは全国の国立大学の学生を対象

とした単位互換性の実習で､理学部附属臨海臨湖実験所長会議が主催しているものである｡

センターでは､諏訪湖をフィールドとして､湖沼の水環境･生態系と人間活動との関わり

についての実習を行った｡平成14年度の参加者は2名で､例年に比べ少なかったが､参加

者からは充実した実習であったとの評価を得た｡

放送大学面接授業､環境科学実習を定員いっぱいの15名の受講生を得て8月17日(土)

～18　日(日)に行った｡これは､センターの教官が放送大学学園の非常勤講師としてセンタ

ーにおいて行っているもので､受講生は､諏訪湖をフィールドとして､水草､プランクト

ン､底生生物などと水質との関わりについて学んだ｡
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9月3日(火)～4日(水)には長野県総合教育センターの委託を受け､長野県の教員を対象

とした湖沼環境実習を行った｡定員いっぱいの15名の参加者を得て､実習生は湖沼･河川

の水質､プランクトン､底生動物､水草なのどの解析や観察を行い､湖沼の水環境･生態

系と人間活動との関わりについて考えた｡

9月7日(土)･ 8日(日)には､長野県経営者協会､諏訪圏青年会議所､美しい街づくり諏

訪県域推進会議､信州大学山地水環境教育研究センター､長野県諏訪建設事務所､諏訪県

域各市町村等による､民･学･官の主催による｢よみがえれ諏訪湖･ふれあいまつり2002｣

を開催した｡これは諏訪湖の浄化の促進をめざし､住民の啓蒙を目的としたイベントであ

る｡初日は音楽家によるフルートやギターの演奏会､小中学生による合唱などが行われ､

二日目には山地水環境教育研究センターをはじめ､様々な個人･団体による水質浄化活動

の展示発表会が行われた｡また､センターの教官が講師となって､諏訪湖の船上にて､諏

訪湖の水質と生態系の解説があり､また簡単な水質調査体験会が開かれた｡

山地水環境教育研究センター設立とともにはじめた公開講演会を､平成14年度も12月

21日(土)に開催した｡テーマを｢水環境(諏訪湖)の環境ホルモン汚染｣とし､センターの教

官が環境ホルモン問題についての解説と研究の最前線について70名を超える聴衆の前で話

をした｡
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I ,教育活動報告

1.学位授与.研究指導

1-1.博士(理学)

1 - 1 - 1 , ｢Role of predation in structuring zooplankton community in Lake Suwa

(諏訪湖の動物プランクトン群集の構造決定における捕食の役割)｣

張光弦(工学系研究科地球環境システム科学専攻)　学位:博士(理学)

[主査:花里孝幸,副査:戸田任重(理学部教授),副査:中本信忠(繊維学部教授),副査:

朴虎東(理学部助教授) ]

博士学位論文の要旨

捕食は､動物プランクトン群集に大きな影響を及ぼす重要な環境要因の一つである.捕

食者には様々な種類が存在し､それぞれ異なる餌選択性を持っている｡従って､各捕食者

は動物プランクトンの個体群に異なる捕食影響を及ぼしている｡

諏訪湖の動物プランクトン群集では､ワムシと小型のミジンコが優占しており､特に2

種のBosml'na, B. longiZ10StTl'SとB. EataEsが優占している. 2種のBosml'naの優占には季

節的な交互性が見られ､ B. longirostTl'Sは春と秋に､ B fatall'Sは夏に優占しているo諏訪

湖には､プランクトン食魚のワカサギ､無脊椎捕食者のノロ(LeptodovB hlndtll)やケン

ミジンコ(Mesocyclops)といった数多くの脊椎捕食者と無脊椎捕食者が存在しており､諏訪

湖の動物プランクトン群集の変動は､これらの捕食者の捕食作用と密接な関係があると考

えられる｡

本研究では､諏訪湖における動物プランクトン群集に及ぼす捕食者の影響の解析を目的

として､野外調査や野外実験､室内実験などの方法で様々な捕食者の捕食作用とそれに対

しての動物プランクトン群集の反応を分析した｡野外調査では､諏訪湖の動物プランクト

ン群集の動態を解析するため､季節変化､鉛直分布､水平分布を調査した｡また､諏訪湖

の主なプランクトン食魚であるワカサギを採集して､胃内容物を分析し､ワカサギの食性

や動物プランクトン群集-の捕食影響を解析した｡それと同時に実験室では､魚や無脊椎

捕食者の動物プランクトンに対する捕食行動や動物プランクトンの個体群に及ぼす影響を

実験的に分析した｡

一諏訪湖におけるB. long'TOStTl'SとB. (atall'Sの季節的個体群変動と形態変化､及びそれら

と無脊椎捕食者との関係

諏訪湖の2種のBosml'naは､異なる季節的個体群変動を示し､また異なる形態変化のパ

ターンを見せた. B, lomgかOStTl'Sと比べ､ B. fataEsはantennuleとmuCrOneを伸ばすなど

特徴的な形態変化をみせた｡また､ 2種のBosml'naの季節的個体群変動､水平分布や形態

は､ 2種の無脊椎捕食者(Leptodora, Mesocyclops)と密接な関係を示した. B, longITOStTIs

はMesocyclopsが多い時に優占し､ B. fatall'SはLeptodomが多い時に優占する傾向を見せ

たo B. fatall'Sはまた､ Leptodomの出現に合わせて形態を変化させた｡実験室での実験の
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結果､この形態変化は､ Leptodomが放出する化学物質に誘導され､ Leptodomの捕食圧を

下げる重要な防御対策であることが分かったo　一方､ B, longl'TOStm'Sは､ Mesocyclopsの

捕食に対して高い抵抗性を持っていることが分かった｡実験室で色々なミジンコに対する

Mesocyclopsの捕食行動を観察した結果､ Mesocyclopsの捕食効率は､ B. fatalisよりB.

long2'210StTl'Sに対して低いことが分かった.

一諏訪湖における無脊椎捕食者の空間的分布

2種のBosmlnaに対して異なる捕食影響を与えるLeptodoraとMesocyclopsは､諏訪湖

において昼と夜の間で､異なる鉛直分布を示した｡ 2000年と2001年の2年間無脊椎捕食者

の時空間的分布を調査した結果､ Leptodwaは夏から秋の間に高密度を示し､ Mesocyclops

は春と秋の時期に高い密度を示した｡諏訪湖は深さ6mの浅い湖にもかかわらず､昼と夜

の間で､無脊椎捕食者の密度の差が大きく､鉛直分布も異なった｡昼には､無脊椎捕食者

は､魚の捕食を避け､より深い場所の湖底近くに分布しているものと考えられる｡また､

本結果から､夜の無脊椎捕食者の現存量は､昼に採集されたサンプルから示される畳より

高い可能性が示唆された｡

-諏訪湖における動物プランクトン群集に及ぼす魚の捕食影響

2001年に行った調査結果から､諏訪湖のワカサギにとって重要な餌は､ B, Eatal}'Sや

Eodl'aptomusなどの甲殻類だと考えられた｡しかし､餌選択性を調べた結果､ワカサギは､

LeptodorB､ Eodl'aptomusやMesocyclopsを好んで食べることがわかった.諏訪湖で個体

群密度が最も高いB. longbTOStZ:7'SとB. IbtaEsの場合､密度が高い時はワカサギの胃内容物

の大半を占めていたが､選択指数は高くなかった｡以上のことから､ワカサギは､諏訪湖

に多く存在するB. longl'mstTl'SやB. EataEsよりLeptodomやMesocyclopsを選択して捕

食し､その個体群に大きな捕食影響を与えていると考えられる｡しかし､ Leptodomと

Mesocyclopsは､小型のミジンコやワムシを捕食する無脊椎捕食者であり､ワカサギの捕食

活動によって誘導された彼らの個体群密度の変動は､他の動物プランクトンにも影響を及

ぼしていると考えられる｡

動物プランクトン群集に及ぼす魚の捕食影響を定量的に評価するため､モツゴを用いた

メソコスム実験を行った｡その結果､魚の捕食は､無脊椎捕食者に大きな影響を与えた｡

一方､ Bosml'na群集は､魚から直接的な影響を受けるのではなく､無脊椎捕食者の変化を

介して間接的に魚の影響を受けていることが分かった｡

-BosmiT2a群集に及ぼすLeptodwaとケンミジンコの影響:実験的解析

室内でB. longlTOStTl'SとB, (atall'Sに及ぼすLeptodoraとMesocyclopsの捕食影響を評

価するため､メソコスム(2 0L)を用いた実験を行った｡実験では､加えた無脊椎捕食者

の種によって優占するBosml'naの種類を変えることが出来たo B. longirostTj'Sは､

Leptodomの存在に関係なく､実験期間後半に減少する傾向を示したo B. fatall'Sは､
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Leptodomを入れてから約2 0日間は高い密度を維持したoまた､ Leptodomの存在下で

B. fatall'Sは形態を大きく変化させた0 -方､ Mesocyclopsを加えたメソコスムでは､ B.

fatalL'Sの個体群密度は非常に低かったが､ E longkostn'Sは､実験最後の頃にはB. fatall'S

を抑え､高い密度に適した.これらの実験の結果､二種類のBosml'Daの間では､ Bjatalfs

が優位の競争者であり､捕食者がいない条件では､ E fatall'SがB. long2'mstTl'Sを抑え優占

すると考えられたo　しかし､これら二種類のBosml'Daは､違う二種類の無脊椎捕食者に対

して異なる反応を示した｡従って､存在する捕食者の種類によって優占するゾウミジンコ

の種類が変わると考えられる｡

以上の結果から､諏訪湖では2種類の無脊椎捕食者のLeptodomとMesocyclopsが､動

物プランクトン群集に大きな捕食影響を与えていると考えられる｡一方､この無脊椎捕食

者の変動は､魚の捕食に制限されると思われる｡捕食者の選択的な捕食は､湖の動物プラ

ンクトン群集の種組成を変化させる主要な要因となる｡様々な捕食者と動物プランクトン

の｢食う-食われる｣の関係には､捕食者の選択性と共に被食者の形態､行動も重要な役

割を果たしていると考えられる｡これにより､諏訪湖では､捕食関係のような生物的相互

作用が､動物プランクトン群集の変動を制御している最も重要な環境要因と考えられる｡

1-2.修士(理学)

1-2-1. ｢湖沼におけるワムシの個体群動態と形態に及ぼす無脊椎捕食者の影響｣

永田貴丸(工学系研究科地球生物圏科学専攻)学位:修士(理学)

[主査:花里孝幸,副査:戸田任重(理学部教授),副査:朴虎東(理学部助教授)]

修士学位論文の要旨

ワムシは､湖沼において重要な動物プランクトンの-グループである｡ワムシ類の個体

群密度は､季節的に変化していき､その変動を引き起こす要因としてCyclopoid eopepoda

や捕食性ワムシAsplaDChna等の無脊椎捕食者による捕食影響が重要であると考えられて

いる｡

本研究では､ワムシ類の個体群動態と形態に及ぼす無脊椎捕食者の影響を明らかにする

ために､諏訪湖での野外調査や様々なメソコスム実験を行って､各ワムシ種に対する無脊

椎捕食者の影響を調べた｡そして､様々な湖沼におけるワムシ類に対する無脊椎捕食者の

影響を調べるために､長野県内30ヶ所の湖沼のワムシ類と無脊椎捕食者の個体群密度の関

係を調べ､それらの関係を解析した｡

諏訪湖の野外調査で､ Rolyaz･伽sp.､ Kemtena cocHean'Sの個体群動態がそれぞれ

Cyclopoid copepoda､ Asplanchna sp.の影響を受けている可能性が示唆された｡そこで

Cyclopoid copepodaの影響に注目し､実験的に検証してみたところ､ Bolyaz･地m spp,と

Fill'm'a loDg'setaがCyclopoid copepodaの捕食影響を受けやすいことが分かった. E

loDg7'setaは､諏訪湖の調査ではCyclopoid copepodaの影響を受けている傾向が見られなか

ったが､実験により影響を受けることが示された｡ワムシと無脊椎捕食者の捕食者･被食者
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関係に種特異性がみられたのは､ワムシが持っている無脊椎捕食者に対する防御メカニズ

ムが原因であると考え､諏訪湖の野外調査におけるワムシの形態を調べたが､各ワムシ種

の形態と無脊椎捕食者の間には顕著な関係がみられなかった｡これは､野外には水温､餌

藻類密度などの環境要因が関係しているため明らかなワムシの形態と無脊椎捕食者の関係

がみられなかったと考えられる｡しかし､様々な湖沼の調査でも､ Rolyartka spp.と　E

long'seta　がCyclopoid copepodaの影響を受けている傾向がみられたので､これらのワム

シ種の個体群動態がCyclopoid copepodaの影響を受けている可能性は高いと考えられる｡

1-2-2. ｢魚の捕食が下位生産者に及ぼす影響一湖沼生態系におけるトップダウン効

果-｣

森山　豊(工学系研究科地球生物圏科学専攻)学位:修士(理学)

[主査:花里孝幸,副査:戸田任重(理学部教授),副査:朴虎東(理学部助教授)]

修士学位論文の要旨

湖沼には植物プランクトンを一次生産者とする生態系が存在し､その一次生産物は食物

網を介して高次生産者に受け渡されている｡またこの食物網には多くの生物種が関与し､

複雑な系を作っている｡湖沼における食物網の大部分を占めるのはプランクトン群集で､

前述の植物プランクトンと動物プランクトンに分かれる｡動物プランクトンは､植物プラ

ンクトンやバクテリアを食する植食性のもの(二次生産者)と､原生動物や小型動物プラ

ンクトンを食する動物食性のもの(三次生産者)とがおり､これらは魚類や水生昆虫とい

った､より高次の生産者に捕食されることによって､植物プランクトンに由来する一次生

産物をより高次の消費者-受け渡す役割を持っている｡また動物プランクトンは､環境の

変化に敏感で､湖沼における捕食圧の変化(-高次生産者の動態)や餌生物の量(-植物

プランクトンの密度)の変化などにより比較的容易に個体群を変化させる｡

本研究では､2000年から2002年の白樺潮における調査と野外における水槽実験を行い､

プランクトン群集(特に枝角類)とワカサギ群集の生物間相互作用と､これらが白樺湖の

物理化学的要因に与える影響についての考察を行った｡

2002年のワカサギ消化管内容物の解析では､ 6月に採集された個体の胃内容物は､ 9割

以上がワムシ類で占められていた｡ところが､ 2000年の同時期において､ワカサギは

Holopedl'umg7'bbemmをよく食べていた.そこで2000年と2002年のワカサギを比較して

みると､ 2000年に採集されたワカサギは2002年の同時期に採集されたワカサギに比べ標

準体長､湿重量ともに大きい値となった.また､ 2002年の野外において､ D.galeataとワ

カサギの仔稚魚を用いて行った水槽実験でも､D. galeataを投入した水槽でのワカサギの標

準体長及び湿重量は､ D.galeataのいない水槽のワカサギのそれよりも大きな値となった｡

これらの結果から､春から初夏の時期にH. BT'bbemmのような大型枝角類が存在すると､

ワカサギの成長が加速することが示唆された｡

白樺湖におけるD. galeataは2002年の9月以降に個体群密度を増し､ 2002年の9月か

ら10月においては､ 2000年および2001年の同時期よりも透明度が上昇した｡
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1-2-3. ｢仔稚魚期の魚類が示す動物プランクトンに対する選択的な捕食行動の解明｣

渡辺次郎(工学系研究科地球生物圏科学専攻)学位:修士(理学)

[主査:花里孝幸,副査:戸田任重(理学部教授),副査:朴虎東(理学部助教授)]

修士学位論文の要旨

湖沼に生息する魚類の多くは動物プランクトンを主要な餌とし､その食性については幼

魚や成魚でよく調べられてきた｡そして､彼らは捕食できるサイズ範囲の中でより大きな

餌を選択的に捕食すること､また､その選択的な捕食が動物プランクトンの群集構造に大

きな影響を与えていることが知られるようになった｡しかし､仔稚魚については､その食

性や餌生物群集-の捕食影響に関する研究がほとんど行われてこなかった｡魚の多くは繁

殖期に大量の卵を産み､そこからほぼ同時期に大量の仔魚が生まれる｡仔稚魚期は短期間

であるが､個体数が多いことから､餌となる動物プランクトン群集に大きな影響を与えて

いるものと推測される｡そこで本研究では､動物プランクトン群集に及ぼす仔稚魚の捕食

影響を評価するために､仔稚魚の成長に伴う食性の変化を実験的に調べ､動物プランクト

ン各種に対する仔稚魚の捕食選択性を明らかにした｡

実験ではメダカ(OTy2U'asla妙eB)の仔稚魚を用い､室内の実験水層に諏訪湖の動物プラン

クトン群集を構築した｡

仔稚魚は成長に伴いより大型の動物プランクトン種を選択的に捕食するようになった｡

しかし､その選択性は単純に仔稚魚の体長と餌生物の体長に依存しているわけではなく､

かなり餌生物の種に依存していることが分かった｡そして､捕食選択性を決める要因とし

て､餌となる動物プランクトン種の殻の厚さや形態､および遊泳速度などが重要であるこ

とが示唆された｡それらの要因はカイアシ類などの無脊椎捕食者の捕食を回避する策とし

て進化させてきたと理解されてきた｡本研究では､無脊椎捕食者の捕食回避のための行動

や形態が仔稚魚に対しても有効であることが示唆された｡これにより､動物プランクトン

にとって､仔稚魚は幼魚や制御とかなり異なった存在であるものと考えられた｡

1-3.学士(理学)

1-3-1 ｢尖頭を持ったマギレミジンコにおけるフサカの捕食に対する防御機構｣

今井異木(理学部物質循環学科)学位:理学士[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

枝角類のDapAnl'Bは捕食者の放出する化学物質(匂い)に反応して､形態､行動､生活史

特性を変化させ､それにより､捕食者の存在下で死亡率を下げることが知られている｡こ

の化学物質は放出者である捕食者よりも､受取手であるDapAnl'Bに利益を与えることから､

カイロモンと呼ばれている｡

フサカ幼虫はDapAnl'Bの捕食者であるo　フサカのカイロモンによって数種のDaphnl'B

の形態変化が誘導されるが､それはフサカ幼虫による捕食圧を下げるのに効果があること

が知られているo D. pulexはフサカの匂い物質で後頭部に突起を形成するo後頭部突起を
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持つ個体と持たない個体をフサカに与えたところ､後頭部突起を持つ個体に対するフサカ

の捕食速度は持たない個体よりも小さいことが報告された.また､ D. pulexに対するフサ

カ幼虫の捕食行動を解析した結果､後頭部の突起はフサカによる餌の捕捉を妨げる効果の

あることが観察された｡

小型のD. ambl'guaはフサカのカイロモンに反応して2齢以後に顕著な尖頭を形成する

ことが明らかになっているo　しかし､このDamblgvaでは､捕食者の存在下でこの尖頭が

どのような意義を持つのかが明らかにされていない｡そこで本研究では､以下の疑問に応

えるため､実験的な解析を行った. (1)D.amblguaの尖頭個体はそうでない個体よりもフサ

カの存在下で生存率が高いか｡ (2)もし生存率が高いならば､どのようにして生存率を上げ

ているのか｡

まず､ D. amblguaの尖頭個体と通常の形態の個体(対照個体)のフサカの存在下での生

存率を解析した｡その結果､尖頭個体で対照個体よりも生存率が高くなることが分かった｡

従って尖頭個体にはフサカの捕食を避ける何らかの防御機構が存在すると考えられる｡そ

こで以下のような防御機構の存在を仮定した. ①Swimming behaviorを変化させ､逃避効

率を上げている｡ ②尖頭を持つことでフサカの捕捉成功率を下げる｡

次にフサカに対する防御機構を解析するために､ D. ambl'gtLaのSwimming behaviorを

解析したところ､ D. am蜘Bの尖頭個体は対照個体に比べ､フサカの存在下で､行動範囲

が狭く､頻繁で素早いhoppingを行っていることが分かった.また､同じ形態を持つ個体

(尖頭個体､または対照個体)でも水の違い(カイロモンの有無)によってswimming

behaviorに違いがみられた｡フサカカイロモンは､ D. amblguaに対し､尖頭を形成させる

など形態を変化させるのみでなく､ swimming bebaviorにも直接影響を与えることが示唆

された｡

フサカによる捕食行動はEncouter (遭遇する) -Attack (攻撃する) -Catcll (捕捉す

る) -Ingest (食う)という段階を追って行われると考えられている｡これに対し､今回の

実験でD. am蜘Bは行動範囲を縮小させたが､これはEncounter rateを下げることにな

るだろう｡また､頻繁なHoppingによりフサカによるCatchの成功率を下げることにつな

がると思われる｡よって､これらの遊泳行動が､フサカに対するD. amblguaの防御機構と

なっているものと考えた｡

1-3-2 ｢諏訪湖沿岸帯におけるヒシの成長に及ぼす人工的な消波構造物の影響｣

佐藤　稔(理学部物質循環学科)学位:理学士[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

諏訪湖では1970年代までに富栄養化が著しく進んで汚濁が問題となり､浄化対策として

水草の除去や水草帯の波漢埋め立てが行われた｡しかし､近年水草の持つ水質浄化機能が

見直され､また鳥獣の生息場所としての重要性などが注目されるようになり､湖岸の再自

然化が計られるようになった｡そして波浪を防いで水草の繁殖を促すために､ワンドと呼

ばれる波よけを設けた浅瀬が新たに造られた｡そのワンドの中では今ではヒシが夏季に繁
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茂するようになった｡そこでワンドが水草､特にヒシの生育に及ぼす影響を評価するため

にワンド内とワンドの外のヒシ帯においてヒシの採集を行い､茎の長さや乾燥重量などを

計測した｡また､ワンドとヒシが及ぼす影響も評価するために､物理化学的環境要因やさ

らにヒシの付着物量も調べた｡

その結果､ワンド内では､ワンドの外に比べてヒシの個体密度や単位湖面積あたりの生

体量､生産量が小さく､個体中や枯死量が大きいという特徴があった｡これらの特徴に至

った原因として､ワンド内では虫食いが多かったことが個体の死亡率に影響していると考

えられ､それによって枯死量が大きくなったと考えられた｡また､波の影響もそれに関わ

っていると考えられた｡そしてワンドでは生産量が小さく枯死量が大きかったので､ワン

ドはヒシの生育にとって必ずしもよいとはいえないと考えられた｡

また､ワンド内はワンド外に比べpHや溶存酸素濃度が低く､溶存酸素濃度は7-8月

にかけて水面直下でさえ3mg皿に満たなかった｡ワンドの内部の湖水が外の湖水と交換さ

れにくいことと､ヒシによって水面が覆われたために水中に光が届かなくなり植物プラン

クトンの光合成が抑えたれたために湖水中の酸素が消費されてしまったものと考えられる｡

ヒシ付着物量はワンド内で6月6日には1.22g/gであったが､ 7月30日にはその約10

分の1に減少し､ワンドの外のものはワンド内のものよりも両月とも低かった｡また､ワ

ンドの外でもヒシが密に生育しているところや､薬や茎よりも水中根において付着物量は

多かった｡ 6月6日に対して7月30日に付着物量が大きく減少したのは､ 7月上旬にはヒ

シが水面を覆ったために付着藻類の増殖が抑えられたためと考えられる｡ヒシが密に生育

しているところでは､まばらに生育しているところに比べ波が抑えられるために付着藻な

どの付着物がヒシの表面に定着していられたからだと考えられる｡さらに水中根は葉や茎

に対して三次元的に入り組んでいるために波に強いものと考えられる0

1-3-3 ｢底生魚による水質-の影響の解析｣

藤滞　勇(理学部生物科学科)学位:理学士[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

湖沼の富栄養化が問題となって久しい｡問題となるのは､植物プランクトンの大量増殖

に伴う水質感化である｡この植物プランクトンの増殖を抑える手段の一つとして､バイオ

ニピュレーション(生態系操作)がある｡これは富栄養化を促進する魚の現存量を人為的

に抑制して水質浄化を図るものである｡ 2000年から諏訪市高島城のお堀においてこの手法

を用いた水質浄化実験が行われた｡この実験では､お堀を二つの区画に分け､片方の区画

からコイやフナを除去した｡その結果､魚を除去することによって懸濁物質が減少し､透

視度が上昇した｡また､栄養塩濃度が減少することがわかった｡これらの結果は､コイや

フナといった底生魚の影響が大きいためと考えられた｡底生魚は遊泳によって直接泥を巻

き上げるほかに､主に底生動物や低泥中のデトリタスを摂食･捕食し､排壮によって栄養

を水中-と回帰させると考えられている｡そこで､本研究では､底生魚が水質に及ぼす影

響を明らかにすることを目的とし､高島城お堀において､あるいは隔離水塊､屋外水槽を
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用いて底生魚が水質に及ぼす影響を調べ､定量化を試みた｡

野外調査は､前年に引き続きお堀に二つの区画を設け､魚を除去した魚除去区と､無処

理区の水質を調べた｡また､容量約650Lの隔離水塊をお堀内に設置し､その中に様々なサ

イズのフナ(CazlBSSl'us spp.)を入れた.また､容量約550Lの屋外水槽に､諏訪湖の低泥と

体長約18cmのコイ(Cwm'nus carpl'0)を0, 2, 4個体ずつ投入した.それぞれについて､水

質及び植物プランクトン量の変化を調べた｡

お堀の調査において､魚除去区の栄養塩濃度や懸濁物質量は無処理区に比べ減少し､透

視度が上昇することが再確認された｡また､隔離水塊実験においても魚のいる隔離水塊の

方が懸濁物質や全リン濃度などは増加した｡魚がいる隔離水塊では､植物プランクトンが

増加したため､溶存態のリンや窒素が植物プランクトンに吸収されて濃度が低下した｡こ

の懸濁物質や全リン濃度の増加は､魚の遊泳による低泥の巻き上げや､排港などによって

起こったと考えられる｡そして､この栄養塩濃度の上昇により､植物プランクトンが増加

し､透視度が低下した｡水槽実験では､体長約18cmのコイがいると､ 1日に約85pgの全

リンが底泥から水中-の回帰されることが分かった｡

1 -3-4 ｢諏訪湖及び諏訪湖集水域における多環芳香族炭化水素類の挙動｣

地中良徳(理学部物質循環学科)学位:理学士[指導教官:宮原裕一]

卒業研究論文の要旨

湖沼はその集水域で発生した有害汚染物質の最終到着地点であり､その底質は集水域の

汚染状況を反映する｡また､湖沼には多様な生態系が成り立っており､･有害汚染物質によ

る生物や生態系-の影響が心配されている｡多環芳香族炭化水素(以下PAH)は発ガン性

や強い急性毒性を有する有害汚染物質であり､主に物質の燃焼によって発生する｡他の化

学物質同様､湖沼集水域で発生したPAHは､湖沼底質に蓄積されていくと考えられる｡よ

って､ PAHの発生源を明らかにし､その発生を制御することは重要である.そこで､本研

究では､長野県の代表的な湖である諏訪湖に注目し､湖内底質のPAH組成､水平分布から

PAHの発生源の解明を試みた.

諏訪湖底質を分析した結果､諏訪湖底質には自然発生型のPAHと人為起源型のPAHが存

在すると考えられたo　自然発生型のnlHはPeryleneで､諏訪湖底質中で主に生成してい

ると考えられた.一方､ Perylene以外のPAHは人為起源型と考えられ､諏訪湖集水域で主

に発生し､湖に流入ていると考えられた｡そこで､本研究では諏訪湖底質中の人為起源型

のPAHに注目し､どのような発生源が諏訪湖底質のPAHに寄与しているのかをPAH組成

比から解明を試みたo　そこで､ PAH発生源から諏訪湖底質-のPAHの媒体と考えられる

諏訪湖集水域の道路脇土壌､諏訪湖周辺の大気､諏訪湖流入河川底質を分析した結果､道

路脇土壌には､ Fluoranthene､ Pyrene､ Phenanthreneの占める割合が高かった｡大気浮

遊粉塵には､ Benzolb]fluoranthene､ Benzotghi]perylene､ Chryseneの占める割合が高か

った.流入河川底質には､ Phenanthrene､ Fluoranthene､ Pyreneの占める割合が高かっ
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た｡一方､諏訪湖底質には､ Phenanthrene､ Fluoranthene､ Pyreneの占める割合が高く､

そのPAH組成は道路脇土壌､流入河川底質と類似していた｡よって､諏訪湖底質には道路

脇土壌や流入河川を介してPAHが流入していると考えられた.さらに､発生源であるガソ

リン車排気､重油ボイラー排気､ディーゼル排気の分析を行ったが､主要な発生源を特定

するまでには至らなかった｡

1-3-5 ｢フサカ･カイロモンの化学構造決定のための予備的研究｣

犬塚良平(理学部物質循環学科)学位:理学士[指導教官:宮原裕一]

卒業研究論文の要旨

湖沼に見られる多くの動物プランクトンにおいて､捕食者が出す物質(カイロモン)によ

って被食者の形態変化が誘導される事が知られている｡そのカイロモンの化学構造を決定

する事は､生物間相互作用､生理学的機構の解明において重要である0

フサカ幼虫のカイロモンの濃縮･精製方法は､ ParejekoandI)odson (1990) ; Tollrian

and Elert (1994)により報告されているoいずれもフサカ幼虫のカイロモンをDaphDl'a

pulexを用いたアッセイにより濃縮･精製方法を検討している.しかし､彼らは､まだ化学

構造の決定には至っていない0本研究ではDaphnl'a am蜘Bを用いたバイオアッセイによ

って､フサカ幼虫(CnaobomsBaTq'caDS)の出すカイロモンの濃縮･精製方法､物性の予

備的調査を行った｡

本研究では､初めに定量的なバイオアッセイ方法の検討をした｡その後､そのバイオアッ

セイ方法を用いて､予め濃縮したカイロモン粗抽出液を様々な方法で分離し､その精製方

法､物性につをカイロモンの粗抽出液として以下の実験に用いた｡濃縮･精製方法の検討を

するいての検討を進めている｡フサカの飼育水60LをC18固相を用いて濃縮し､これため

に､水相のpHを変えて､酢酸エチルと-キサンによる液一液抽出､シリカゲル､ C18固相

抽出､イオン交換クロマトグラフィーを行った｡

はじめに､濃度一浩性関係において､濃度と活性との間に良好な直線関係が得られた｡液一

液抽出の結果､水相を酸性にするにしたがって有機相中に活性物質が抽出されやすくなる

事､陰イオン交換樹脂によって吸着､脱着可能である事から､酸性物質である事が示唆さ

れた｡シリカゲル固相で吸着､脱着できる事､水相を酸性にした場合に酢酸エチルで抽出

されやすい事､液一液抽出の結果から求めた解離定数がおおよそpK-6. 7であり､疎水性の

高い長いアルキル鎖がある可能性が示唆された事､これら3つの事からカイロモンは､水

中の情報化学物質でありながら､比較的低い極性の化合物である事が予想される｡

本研究の結果､フサカ･カイロモンの濃縮､精製に､水相のpHを変えての液一液抽出､逆抽

出や､安価なシリカゲルによる分離が有効な手段でありそうなことが示唆された｡
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補遺(平成13年度卒業研究) (平成13年度年報-の掲載漏れ)

｢温度と餌密度の変化がDapAm'Bの生活史特性に与える複合影響｣

藤原　好(理学部生物科学科)学位:理学士[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

湖沼生態系における二次生産者である枝角類動物プランクトンのDBPhnl'Bは､秋から冬

にかけて個体群密度が急激に減少する｡この現象はこれまで､餌不足と温度低下が原因で

あると考えられてきた.しかし､変温動物であるDapAnl'Bは低温環境下で活性が低下し､

餌要求量が減少することが推測できる.この場合に低温環境下のDapAnl'aは､たとえ餌密

度が減少したとしても餌要求量も減少するため､より高い温度の個体群と比較して餌不足

に陥っていると一概にはいえないのではないだろうか｡本研究の目的はこの疑問に応える

ことであり､そのために温度と餌密度を変えたときにDEPADl'Bの生活史特性がどう変化す

るかを実験的に解析した｡

実験ではDaphDl'a mag27a(オオミジンコ)を､実験温度は20, 15, 10℃の3階､餌密度は

1Ⅹ106-1Ⅹ103クロレラcells/mlの間の8段階の条件下で飼育した｡試験個体は2週間以上

実験温度下で順応させた母個体から10時間以内に生まれた仔虫で､ 50mlビーカーに1個

体ずつ飼育した｡毎日体長測定及び脱皮殻の有無の確認を行い､成熟後は抱卵数も数えた｡

以上のような生活史特性の測定によって各個体の体長推移(日ごと､齢ごと)､各齢期間の

推移､成熟サイズ､成熟齢､成熟期間､抱卵数､肺の発育期間を決めた｡

底餌密度では20, 15℃におかれた個体よりも低温の10℃におかれた個体の方が体長が最

大生存齢において優勢となった.つまり､低温環境下のDapLDl'a個体は高温環境下の個体

よりも高い底餌密度大勢があることが示された.このことは､秋から冬にかけてのDaphnl'a

個体群密度の低下が餌不足と低温によって起こるというこれまでの見解と矛盾する｡秋か

ら冬にかけての個体群密度の減少は､餌密度の減少と温度低下だけでは説明することがで

きず､他により大きな影響を与える要因の存在を考えなければならない｡
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2.実習

2- 1.農業実験実習講習会:環境科学基礎実習

7月21日(月)～26日(金)

対象:農業高等学校教員

参加者数: 24名

実習内容:

諏訪湖調査

湖心および水草帯における環境要因の測定

･　湖心の水質分析

･　プランクトン/底生動物/水草の採集と観察

講義｢諏訪湖の概要と水質･生態系の変遷｣

｢湖を支える底生動物｣

｢魚と湖沼の水質との関わり｣

｢夏の諏訪湖は"水の華"｣

2-2.公開臨湖実習

8月5日(月)～10日(土)

対象:学部3･4年生

参加者数:2名(男:0名､女:2名)

実習内容:

諏訪湖(標高759m)調査

･湖沼観測法の実習､および水質(栄養塩等)分析

･動物プランクトン/底生生物の採集と分類/計数

･水草の採集と生物量の測定

･基礎生産力の測定

白駒池(標高2115m)/白樺湖(標高1416m)調査

･環境要因の測定

･プランクトン採集/観察

講義｢動物プランクトンの生態学｣

｢諏訪湖集水域における物質循環｣

2-3.放送大学面接授業:環境科学実習

8月17日(土)～18日(日)

対象:放送大学学生

参加者数:15名(男: 12名､女:3名)

実習内容:

諏訪湖調査
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湖心および水草帯における環境要因の測定

水質分析

プランクトン/底生生物/水草の採集と観察

講義｢諏訪湖の生態系と水質｣

2-4.長野県総合教育センター:環境教育研修

9月3日(火)～4日(水)

対象:長野県教員

参加者数:13名(男: 10名､女:3名)

実習内容:

諏訪湖調査

湖心および水草帯における環境要因の測定

水質分析

プランクトン/底生生物/水草の採集と観察

講義｢諏訪湖の浄化と生態系の変化｣

｢環境ホルモンとダイオキシン｣

3.セミナー･シンポジウム

第11回国際河川湖沼環境シンポジウム(llth lntemational Symposium on River and

Lake Environment : ISRLE2002)の開催

標記シンポジウムは､河川や湖沼の水環境保全について討議することを目的とし､平成

14年7月11-14日に諏訪市にあるラコ華乃井ホテルにおいて開催された｡これは､山地

水環境教育研究センターが信州大学理学部及び繊維学部と共催したものである｡会議の主

要なテーマを｢Freshwater, one of the most important resources to be conserved in the

newcenturyJとして､新世紀を迎え､最も重要な資源となる淡水をアジア地域でどのよう

に守っていくかについて､研究発表と討議を行った｡会議参加者は全体で150名を超え､

そのうちの約半数が､韓国と中国からの参加者であった｡また､全体の約半数が学生で､

外国からの学生の参加者数も33名に達し､若者の多い熱気あふれる会議となった｡そして､

日本･韓国･中国の研究者交流と情報交換に大きな意義を持った｡

会議ではまず､学長による開催の挨拶に続いて基調講演があり､韓国ハニヤン大学のChoi

教授､中国科学院水生生物研究所の劉教授､そして沖野外輝夫信州大学名誉教授による､

韓国､中国､日本の湖沼研究の紹介があった｡その後､河川･湖沼の環境研究に関する41

題の口頭発表と61題のポスター発表がなされ､活発な質疑応答が交わされた｡

7月13日の午後には､長野県諏訪建設事務所と共同で､韓国､中国､日本の研究者によ

る市民向けシンポジウムを諏訪市文化センタ一大ホールで開催し､約400名の聴衆を得た｡

以下に､日程と会議等の内容を記す｡
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[日程]

7月11日(木)

15:00-17:00　受付･登録

18:00-20:00　非公式パーティー

7月12日(金)

08:00-09:00　受付･登録

09:00-09:15　開会式

09:15-10:15　全体講演会

10:15-10:30　休憩

10:30-12:00　口頭発表

12:00-13:00　昼食

13:00-15:30　ポスター発表

15:30-18:00　口頭発表

18:00-19:00　休憩/日本･韓国･中国代表者会議

19:00-21:00　レセプション

7月13日(土)

09:00-12:00　口頭発表

12:00-12:15　閉会式

午後　市民向けシンポジウム

7月14日(日)

エクスカーション(自駒池,白樺湖,八島湿原の研究フィールド視察)

[主要な内容]

本会議

会議では､アジア地域の河川や湖沼が抱えている環境問題､それを解決するための対策､

そして今後の課題について､研究事例を紹介しながら討議された｡

現状としては､ 1970年代に世界中の多くの湖で問題となった富栄養化が､現在でも最大

の水環境問題となっていることが提起された｡日本では､環境基準値を設定して水質浄化

の取り組みを進めてきたが､河川については浄化の進展が見られるものの､湖沼について

は横這いで､顕著な浄化傾向が見られていない｡その中で､諏訪湖は最近になってアオコ

の発生頻度が顕著に減少し､浄化効果が現れ始めた｡陸域と水域の堺を形成する水草帯は､

多様な生物の生息場所として利用されており､生物多様性の維持のために重要な役割を担

っていることが明らかになってきた｡韓国では､河口域に作られる湿地帯がその役割を果

たしているが､それが開発によって大きなダメージを受けている｡日本や中国でも､治水

目的の湖岸整備などによって貴重な水草帯が失われている｡重金属や有機塩素化合物の汚

染がいまだに存在する｡また､近年では環境ホルモン作用が疑われている物質の汚染も顕
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在化している｡これらの有害化学物質汚染の現状把握と生物･生態系-の影響の解析が重

要な課題となっている｡地球温暖化が進む中､それが淡水域生態系に及ぼす影響の解明が

ほとんどなされていない｡特に河川では水温の変化は直接冷水魚の分布に影響を与える恐

れがある｡

対策の例として､最近顕著に水質浄化が進み始めた諏訪湖の取り組みが注目された｡諏

訪湖の浄化には､普及率が90%を超えた下水道の効果が大きかったと考えられる｡このこ

とは､浄化対策として下水道の普及率の向上が有効であることを示している｡また､諏訪

湖では､護岸工事で失った水草帯を回復させるため､湖岸の再自然化工事が行われており､

自然に近い水草帯が回復し始めていることが紹介された｡中国の東湖では､藻類食魚のハ

クレンとコクレンが増えるとアオコが減る現象が観察された｡これは隔離水界を用いて実

験的にも確かめられた｡したがって､著しく富栄養化が進んでひどいアオコが発生してい

る湖では､藻類食魚によるアオコの制御が有効になる｡韓国ではダム湖で､水位が変動し

ても水草が繁茂できるように工夫された水草の人工床が考案され､それを用いた実験的な

試みが計画されている｡

今後の課題として､富栄養化対策の他に､有害化学物質汚染や温暖化の水環境-の影響

評価が挙げられた｡また､降雨量の減少に伴う乾燥化がアジアの一部の地域で深刻な問題

となっており､その現状の解析と対策の構築が課題となるという認識で一致した.

エクスカーション

韓国と中国からの出席者が中心となり､会議最終日の7月14日(日)に､信州大学が研究

フィールドとしている八ヶ岳山麓にある湖沼､自駒池､白樺湖､八島湿原を視察した｡白

駒池は腐植栄養湖で酸性化している湖であり､白樺湖は魚群集を制御することで富栄養化

対策を進めている湖､そして八島湿原は多くの生物の生息場として貴重な湿地を保全して

いる場である｡韓国と中国の研究者は､日本での水環境保全事業の様子を視察し､説明役

の日本人研究者に盛んに質問をしていた｡日本での研究フィールドを実際に見て日本の研

究の現状を理解できたようで､この視察は今後の日･韓･中､三国の共同研究推進に大変

有効であったと考えられる｡

市民向けシンポジウム

7月13日(土)の昼で本会議は終了したが､その日の午後に諏訪市文化会館にて､長野県

諏訪建設事務所と合同で市民向けシンポジウムを開催した｡このシンポジウムでは､本会

議に参加した韓国と中国の研究者に登壇願い､それぞれの国における湖沼･河川の環境問

題の現状と､実際に行っている対策事業について市民にわかりやすく説明していただいた｡

このシンポジウムには400人に達する多くの市民が詰めかけ､演者の話しに熱心に耳を傾

けていた｡
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4.共通教育

専門基礎科目　実験生物学　　　　山本　雅道

5.社会教育活動

5-1.一般公開

昨年に引き続き､施設の一般公開を開催した｡

当日は梅雨の合間の晴天に恵まれ､午前10時から午後4時までの開催時間に50名を超え

る市民が訪れた｡展示室では､センターに在籍する13名の学生が分担し､湖沼に生息する

魚､ミジンコ､アオコ､水草などの生態や環境汚染物質の動態についての展示と解説を行

った｡顕微鏡の下で泳ぐ様々な形の動物プランクトンに歓声があがった｡また､湖の富栄

養化問題だけでなく､有害化学物質汚染の問題にも市民の関心が高いことが伺われた｡午

後1時～3時には宮原裕一教官と5名の大学院生による研究発表会を行った｡発表会では､

ミジンコと捕食者の関係や有害化学物質汚染などについて､発表者それぞれが工夫を凝ら

して日頃の研究成果を市民に説明した｡そのほとんどがわかりやすい発表であったと多く

の人に好評であった｡

一般公開･研究成果発表会演題

･有害化学物質と水環境　センター教官　宮原裕一

･白樺湖の魚と動物プランクトン　大学院　森山豊

･ワムシの形態変化　大学院　永田貴丸

･低温環境とミジンコ　大学院　藤原好

･水草にくっつくミジンコの生態　大学院　戸田智子

･ミジンコ:有害化学物質汚染の監視役　大学院　高橋宏和

5-2.公開講演会

2002年12月21日にラコ華乃井ホテル(諏訪市)において,第2回公開後援会を開催し

た｡今回は｢水環境(諏訪湖)の環境ホルモン汚染｣をテーマとし,当センターの白石寛

明客員教授と宮原裕一助教授の二人が市民を前に講演を行なった｡

白石教授の講演は, ｢環境ホルモンと生物影響｣と題したもので,環境ホルモンと呼ばれ

ている内分泌擾乱物質の種類やその生物影響について解説した｡宮原助教授は｢ダイオキ

シン類と多環芳香族炭化水素類による汚染｣と題し,それらの物質の諏訪湖や周辺での分

布状況のデータを示し,汚染源について考察した｡

講演会は午後1時30分から2時間にわたって行なわれたが,当日は開演時から雪が激し

く降り出し,講演会終了時には積雪が20cmにも達するといった悪天候となった｡しかし,

それにもかかわらず70人を越える参加があり,みな熱心に講師の話に耳を傾けていた｡参

加者からは｢漠然としていた環境ホルモンやダイオキシンのことがわかりやすく説明され,

よく理解できた｣といった声が聞かれ,講演会は好評だったようである｡

講演会当日は降雪のために高速道路が通行止めとなり,一般道路が大渋滞となった｡そ
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のため,講演会参加を考えていた市民の足に悪影響が及んだ｡公開講演会の開催は今後も

毎年行なう予定であるが,開催時期は検討する必要がある｡

以下に公開講演会当日に行ったアンケートの集計結果を示す｡ Qlより､広報､新聞､口

コミ､その他(電子メールや案内状)など､様々な媒体を通じ講演会の開催を知り参加し

たことが伺える｡今後の宣伝のQ2､ Q3､ Q4より､講演会の内容は概ね適当であったと言

えるが､一般市民には理解が難しい内容があったとの指摘もあり､今後参加者に分かりや

すい講演を心がける必要がある｡また､ Q5､ Q6から参加者が様々な職業･年代にわたって

おり､また参加者の多くは諏訪地域在住であり､市民の諏訪湖の汚染や浄化に対する関心

が高いことが伺えた｡ Q7より､前回の参加者も少なからずおり､今後さらに公開講演会が

市民に認知されるよう努力する必要がある｡またアンケートでは､次回講演会で取り上げ

て欲しいテーマや､センターの活動に対する市民の意見や要望についても回答を得ており､

今後のセンターの活動に反映させる予定である｡
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5-2-1. ｢環境ホルモンと生物影響｣

白石　寛明:独立行政法人　国立環境研究所　化学物質環境リスク研究センター　曝露評

価研究室室長　(山地水環境教育研究センター客員教授)

講演要旨

｢環境ホルモン｣とは, ｢外来性の物質であり,無処置の生物の内分泌系に対してその

個体もしくはその子孫の世代のいずれかのレベルで健康障害性の変化を起こさせるもの｣

であるとされています｡この問題は決して新しい問題でなく｢サイレントスプリング｣で

警告されていたように農薬であるDDTの散布が食物連鎖を通じて肉食性鳥類-濃縮し,こ

れによって卵殻の薄化や繁殖障害を引き起こすメカニズムには内分泌系の撹乱が大きく

係わっていると思われる｡近年,環境ホルモン問題が大きく取り上げられたのは, ｢失わ

れし未来｣の出版,人間男性における精子数の減少,前立腺ガンの増加,女性における乳

がんや子宮内膜症の増加といった問題が環境ホルモンとの関係で議論されたことや,ビス

フェノールAやノニルフェノールなど身近な化学物質にホルモン作用があること,巻貝の異
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常や魚類のメス化など野生生物に異常が示されたことによっている｡しかし,内分泌撹乱

作用に基づくとされる現象と原因物質との因果関係が明確になっている事例は少なく,料

学的に解明されなければならない点が数多く残されている｡我が国で,内分泌撹乱化学物

質の疑いのある化学物質として関心がもたれる物質には, ｢環境ホルモン戦略計画

SPEED'98 (2000年11月版) ｣において,リストアップされた物質があるが,これらの物

質にはどのようなホルモン活性があるのか,環境中の濃度でどのような影響が考えられる

のか,見出される野生生物の変化は化学物質が原因なのか,など科学的に解明しなければ

ならない点が多く残されている｡例えば,河川に棲息する魚類のメス化の原因物質にノニ

ルフェノールなどの合成化学物質が疑われているが,人畜由来の女性ホルモンが原因であ

る可能性が高い｡内分泌撹乱作用が疑われる物質について,特に水生生物の異常に対して,

どのようなリスク評価が行われているかを紹介する｡

5-2-2. ｢ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素類による汚染｣

宮原　裕一:信州大学　山地水環境教育研究センター　助教授

講演要旨

現在､わが国のダイオキシン類は､ごみなどの焼却に伴い発生しており､また､その発

生量は年々減少傾向にある｡ダイオキシン類は難水溶性､難揮発性､難分解性の化学物質

で､環境中に長期間残留しやすく､過去に使用された除草剤に不純物として含まれていた

ダイオキシン類が､その使用禁止から20年以上経った現在でも農地から流出し続けている｡

一方､湖沼や海洋の河川河口域周辺では､水の流れが緩やかになるため､河川水中の微小

な粒子は沈殿し堆積する｡ダイオキシン類のような水に溶けにくい物質は､微小粒子に吸

着し移動するため､湖沼や港湾部の底質には難水溶性化学物質が溜まりやすい｡また､水

中では高度に生物濃縮され､生物-の影響が現れやすいため､底質中のダイオキシン類濃

度の環境基準値は陸上の土壌に較べはるかに低い値となっている｡諏訪湖底質中ダイオキ

シン類濃度の測定は何度か行なわれているが､その値は環境基準のよりもはるかに低く､

水生生物に影響を与えるようなレベルではない｡本公演では､諏訪湖におけるダイオキシ

ン類の測定データに基づき､その汚染源や汚染の実態について解説する予定である｡

一方､ベンツピレンに代表される多環芳香族炭化水素類は化石燃料の燃焼に伴い発生す

る一連の化学物質である｡ベンツピレンは急性毒性､発ガン性などを有し､我々の日常生

活に伴い発生するため､ダイオキシン類同様､身近な有害化学物質である｡環境庁の全国
一斉調査で､諏訪湖の底質からもベンツピレンは検出され､ (幸い水生生物からは検出さ

れなかったが) ､改めてその汚染が身近なものであることが明らかとなった｡現在､山地

水環境教育研究センターでは､諏訪湖集水域において､多環芳香族炭化水素類の詳細な調

査を行なっており､その発生源や汚染レベルを明らかにすることを試みている｡本講演で

は､その結果の解説と､リスク評価の観点から多環芳香族炭化水素類とダイオキシン類の

比較を行なう予定である｡
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5-3.センターを利用した社会教育活動

2002年度の山地水環境教育研究センター利用者はのべ714名(2001年度1554名l) ,木崎湖観

測ステーション利用者はのべ69名(2001年度110名)であった｡センター利用者の内訳は調

査･分析154名(2001年度212名)､実習･セミナー883名(2001年度1049名)､見学･質問179

名(2001年度223名)､総合学習64名(2001年度70名)であった｡

2001年度に比べてのべ利用者数はやや減少したが, 7月に山地水環境教育研究センター

が中心となって諏訪市で開催した国際河川湖沼環境シンポジウムに参加した外国からの研

究者が大勢来訪した｡

木崎湖観測ステーションの利用目的は､調査,観測,見学であり､全て日帰り利用であ

った｡

6.教官の講演

6-1.花里　孝幸

1.下諏訪ランオンズクラブ講演｢諏訪湖の環境｣ 2002年4月5日　対象者:下諏訪ライ

オンズクラグ会員

2.美しい環境づくり諏訪地域推進会議講演会｢魚と湖沼の水質との関わり:白樺湖と高島

城お堀での実験結果｣ 2002年5月30日　対象者:一般

3.国立大学地域交流シンポジウム｢湖の浄化対策の提言と市民の環境教育｣ 2002年8月

8日対象者:国立大学関係者

4.地域食品資源活用研究会講演｢諏訪湖の水質浄化の現状について｣2002年10月2日　対

象者:地域食品資源活用研究会会員

5.地域と環境研究会講演会｢湖の富栄養化の意味｣ 2002年10月4日　対象者:中学校･

高等学校理科担当教員

6.信州大学公開講座｢水質浄化が問題を起こす:環境問題における"あちら立てればこち

ら立たず"｣ 2002年11月8日　対象者:一般

7.教育博物館講演会｢浄化の功罪:湖の富栄養化と水質浄化の意味｣ 2002年11月23日

対象者:一般

8.放射線医学総合研究所シンポジウム｢水界生態系-の影響一生物間相互作用を介した間

接影響｣ 2002年12月3日　対象者:一般

9.国土交通省下水道部講演｢湖の水質浄化と生態系｣ 2003年1月29日　対象者:国土交

通省下水道部職員

6-2.宮原　裕一

1.諏訪湖ふれあいまつり2002 ｢ダイオキシンと環境ホルモン｣ 2002年9月8日.諏

訪市.対象者:一般

2.信州大学山地水環境教育研究センター第2回公開講演会｢水環境(諏訪湖)の環境ホル

モン汚染･ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素による汚染｣ 2002年12月21日.諏
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訪市.対象者:一般

6-3.白石　寛明

1,信州大学山地水環境教育研究センター第2回公開講演会｢環境ホルモンと生物影響｣

2002年12月21日,諏訪市.対象者:一般

7.センター教官の社会における主な活動(各種委員等)

7-1.花里　孝幸

1.長野県環境影響評価技術委員会委員　長野県

2.水生生物保全水質検討会毒性評価分科会委員　環境省

3.長野県環境審議会委員　長野県

4.非常勤講師(環境科学実習)放送大学学園

5.長野県環境審議会第4期諏訪湖水質保全計画策定専門委員　長野県

6.生態リスク評価委員会委員　環境省

7.平成14年度地球環境モニタリング･データベース検討会委員(独)国立環境研究所

8.湖沼水質保全対策･総合レビュー検討会委員　環境省

9.茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター外部評価委員　茨城大学

10.よみがえれ諏訪湖ふれあいまつり2002実行委員会委員　民･学･官共催イベント

ll.長野県諏訪清綾高等学校スーパーサイエンスハイスクールプログラム講師　長野県諏

訪清綾高等学校

12.農業実験実習講習会講師　全国高等学校農業協会北信越支部

13.長野県総合教育センター環境教育研修講師

7-2.山本　雅道

1.松本短期大学　介護福祉学科　非常勤講師

2.長野県林業大学校　非常勤講師

7-3.柳町　晴美

1.長野県公営企業経営審議会委員

7-4.宮原　裕一

1.独立行政法人国立環境研究所　客員研究員

2.戦略的基礎研究(CREST)遠山チーム　研究員

3.非常勤講師(環境科学実習)放送大学学園

4.長野県総合教育センター環境教育研修講師
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8.センター教官の学会における主な活動(各種委員等)

8-1.花里　孝幸

1.日本陸水学会:和文誌編集委員

2.日本生態学会:和文誌編集委員/将来計画委員会委員

3.日本プランクトン学会:評議員

4.日本環境毒性学会:学会幹事/編集委員
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Ⅱ.研究活動報告

1,研究活動

1-1.花里　孝幸

1.湖沼水草帯が作る環境と生物群集の解明に係わる研究

白樺湖に生息する水草付着ミジンコ(シダ)のヨシ帯での分布を調査した｡ヨシ帯の奥

(岸より)よりも沖帯と接している部分のヨシに多くの個体が分布していることが明らかと

なった｡これは､ヨシ-の付着は魚の捕食を避けるのに有効であるが､ヨシ帯の奥は餌密

度や溶存酸素濃度が低くて必ずしも好ましい環境ではないためと考えられた｡また､シダ

の水草-の付着･遊泳行動をコントロールする要因としての魚の匂い物質､光､餌密度に

ついて､室内で実験的に解析した｡

諏訪湖岸で､波の影響を抑えて水草帯の再生を促すことを目的として作られたワンドの

効果を調べた｡ワンド内に繁茂したヒシをワンドの外と比較した結果､ワンド内ではヒシ

の個体密度や単位湖面積あたりの生体量､生産量が小さく､枯死量が大きいという特徴が

みられた｡ワンドは必ずしもヒシの成長に好適な環境を提供しているわけではないことが

わかった｡

2.生態系操作による水質浄化方法の開発に関する研究

過去に水質浄化の目的でニジマス稚魚と大型ミジンコDapADl'a galeataを放流した白樺

湖で､その後の生態系と水質の変動を追跡した｡ 2002年の秋には前年の秋に引き続き

DaphDl'Bの発生がみられたo Daphm'Bが増えたときに透明度が上昇する傾向がみられ､白

樺湖でDapAnl'aが増えることができれば､水質改善に寄与することが示唆されたo　また､

白樺湖に放流されているワカサギが動物プランクトン群集に及ぼす影響を､屋外水槽を用

いて実験的に調べた｡

高島城のお堀において､コイやフナなどの底生魚が水質に及ぼす影響を調べた｡これら

の魚がいると､湖底泥中の栄養塩を水中に回帰させ､水質の悪化を招くことが示された｡

また､屋外実験水槽を用いて､コイによる底泥からの栄養塩回帰量を測定した｡その結果､

体長18cmのコイは一日に約85〟gのリンを回帰させるという結果が得られた｡

3.諏訪湖の動物プランクトン群集における生物間相互作用の解明

諏訪湖で多く出現する二種のゾウミジンコ(Bosml'na)の優占度に及ぼす無脊椎捕食者､

ケンミジンコとノロの影響を､温度や光環境をコントロールした室内で小型のメソコスム

を用いて実験的に解析したoケンミジンコが増えるとゾウミジンコ(B. kng'TOStZIs)がニセ

ゾウミジンコ(B. fatall'S)を凌駕し､ノロが増えるとその逆の現象がみられた｡これは､そ

れぞれの捕食者の餌選択性が異なること､その捕食影響が二種のゾウミジンコの優占度を

決めるほど強いことを示している｡また､実験では､ゾウミジンコが形態を変化させて､

捕食圧を低下させることも示された｡二種のゾウミジンコの優占は､捕食圧とそれに対す

るミジンコの対策とのバランスで決められていることが示唆された｡

ワムシ群集に及ぼす捕食者ケンミジンコの影響をメソコスムを用いて実験的に解析した｡
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ケンミジンコは選択的に一部のワムシ種を捕食しており､その結果､メソコスム内のワム

シ群集の種組成を変えたこ　メソコスム内で得られた結果は､諏訪湖で起きている現象をよ

く説明した｡したがって､諏訪湖においてもケンミジンコはその捕食作用によってワムシ

群集の構造に大きな影響を与えているものと考えられた｡

4.冬期のミジンコ個体群の動態の解明

低温で飼育されたミジンコは､より高温で飼育されたものよりも餌要求量が低いことを

実験的に示した｡このことは､冬期間の低餌密度は必ずしもミジンコ個体群の増殖を抑え

る要因にはなっていないことを示している｡

実際の湖沼において冬期間のミジンコ個体群変動を制御する要因を確かめるため､美鈴

湖と田溝池において､冬期間､定期的にミジンコ(DaphDl'a)の採集､個体群動態を解析し

た｡

5.ミジンコと捕食者の間のケミカルコミュニケーションの解明

捕食者フサカ幼虫(双遡目昆虫: C鮎oboms)が放出するカイロモン(匂い物質)のマギレミ

ジンコ(Daphl'a ambl'Bua)に及ぼす影響を調べた｡カイロモンはミジンコの尖頭形成を誘

導し､また遊泳行動を変化させた｡形態と行動を変化させたミジンコはフサカに食われ難

くなったことから､これらの変化はミジンコがフサカ存在下で被食率を下げるように適応

した結果と考えられた｡

6.ミジンコの個体群動態に及ぼす殺虫剤影響の解明｡

ミジンコは餌環境に応じて個体群を変動させている｡餌環境の変化がミジンコ-の殺虫

剤影響にどのような影響を与えるかを調べるため､異なった餌環境にさらされたミジンコ

の殺虫剤耐性を調べた｡その結果､十分な餌量で飼育されていたミジンコを餌不足状態に

したときにミジンコの殺虫剤耐性が最も低くなることがわかった｡このことは､個体群密

度が大きく減少する直前のピーク時に､ミジンコ個体群は最も殺虫剤の影響を受けやすい

ことを示唆している｡

1-2.山本　雅道

長野県の魚類相と木崎湖の水質等についてデータベース化を進めている｡

1-3.柳町　晴美

1.長野県における平均寿命の地域差

昨年度に引き続き,長野県市町村別環境情報のデジタルマップ化の一環として,長野県

120市町村の平均寿命の推移から,平均寿命が特に高い長野県内における地域差を明らかに

し,地域差をもたらす要因を分析した｡市町村別生命表データが利用可能な1985, 1990,

1995年について,市町村別および二次医療圏別に検討した｡

平均寿命の地域差としては,男性平均寿命は3時点を通じて,飯伊,諏訪,上諏訪で高

く,大北で低い｡木曽,北信が次いで低い｡女性平均寿命はほぼ3時点で飯伊,諏訪で高

い｡木曽は1990年まで最も低かったが, 1995年には平均的な値となっている｡ 1995年に
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は大北が最も低い｡

長野県の平均寿命が高い理由としては,これまで様々な要因が指摘されてきた｡本研究

では,自然環境,特に気候条件と平均寿命との関連を, ｢Mesh気候値2000｣のデータを用

いて検討した｡長野県では平均寿命と積雪,日照時間･全天日射量とに有意な相関が見ら

れ,気温,降水量とはほとんど相関が見られなかった｡

2.衛星データによる諏訪湖の水質分布

アオコ発生時の平面的な分布を衛星データから解析するためには,植物プランクトン現

存畳の指標としてのクロロフィル∂濃度と衛星データDN値(デジタルナンバー)との関係

を把握する必要がある｡

本研究では,衛星データから平面的な水質データを推定するための基礎的な研究として,

諏訪湖においてLandsat ETM十と同期した水質データを観測し, Landsat ETM+データと水質

データとの関連を分析した｡

2002年9月2日におけるLandsat ETM+単バンドのDN値と同時観測水質データと, SS,

クロロフィル∂,水温と有意な相関関係を示すバンドが見られたが,他地域で行なわれた

研究結果とは必ずしも整合的ではなかった｡今回は1日分の衛星データと水質調査データ

との比較･分析であったので,さらに事例を増やして検討することが必要である｡

3.長野県120市町村における環境管理機能に関する研究

信州大学の学部横断的研究プロジェクトである,諏訪･天竜プロジェクトの,経済学部

チームの一員として行なっている研究である｡

1998年には排出量を削減するための国,地方自治体,企業などの責任と取り組みを定め

た地球温暖化対策推進法が施行され,すべての自治体に温室効果ガス削減実行計画の策定

を求めている｡しかしながら,市町村レベルでは温暖化対策計画は,まだ十分行なわれて

いるものは少ない｡長野県における市町村の環境行政の実態を把握し,環境保全に対する

行政側の認識,環境関連産業との協業,環境NPOの取り組み等について考察するために,

2002年度は, ｢長野県120市町村の環境行政に関するアンケート｣を,長野県下の全120市

町村に対して行なった｡

アンケートは, 8分野(フェイスシート,環境行政に係わる組織について,当面する環

境問題と対策について,環境行政に係わる条例･計画等について,環境関連施策について,

不法投棄について,住民参加について,庁舎等における環境保全について)に分かれ,令

計27個の項目から構成されている｡ 2003年1月下旬に各市町村に郵送し, 2月未を締め切

りとして実施した｡ 101市町村(回収率84.2%)から回答があり, 2002年度中に入力作業を

終えた｡ 2003年度に集計･分析を行なう｡

1-4.宮原　裕一

1.諏訪湖およびその集水域における多環芳香族炭化水素の挙動に関する研究

長野県の代表的な湖である諏訪湖に注目し､その湖内底質のPAH組成と水平分布から諏

訪湖に流入するPAHの発生源の解明を試みた｡諏訪湖底質を分析した結果､諏訪湖底質に
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は自然発生型のPAHと人為起源型のPAHが存在すると考えられた.自然発生型のPAHは

Peryleneで､諏訪湖底質中で主に生成していると考えられた｡一方､ Perylene以外のPAH

は人為起源型と考えられ､諏訪湖集水域で主に発生し､湖に流入ていると考えられた｡次

いで､諏訪湖底質中の人為起源型のPAHに注目し､どのような発生源が諏訪湖底質のInH

に寄与しているのかをPAH組成比から解明を試みた｡そこで､ PAH発生源から諏訪湖底

質-のPAHの媒体と考えられる諏訪湖集水域の道路脇土壌､諏訪湖周辺の大気､諏訪湖流

入河川底質を分析し､それらのPAH組成が類似していることを明らかにした｡さらに､発

生源と考えられるガソリン車排気､重油ボイラー排気､ディーゼル排気の分析を行ったが､

主要な発生源を特定するまでには至らなかった

2.フサカ幼虫が産生するカイロモンの構造決定に関する研究

水中でのケミカルコミュニケーションを把握するため､まず最初に､バイオアッセイ方法

の検討を行った｡その後､そのバイオアッセイ方法を用いて､予め濃縮したカイロモン粗

抽出液を様々な方法で分離し､その精製方法､物性について検討を行った｡その結果､水

相を酸性にするにしたがって有機相中に活性物質が抽出されやすく､また､陰イオン交換

樹脂によって吸着､脱着可能であることから､この物質が酸性物質であることが示唆され

た｡また､シリカゲル固相で吸着､脱着でき､水相を酸性にした場合に酢酸エチルで抽出

されやすいことなどから､疎水性の高い長いアルキル鎖がある可能性が示唆された｡

●

1-5.白石　寛明

環境水中エストラジオール類の簡便な全自動EIA法の開発

河川､湖などの水環境試料には､人畜由来のエストラジオール類の存在が報告されており､

これらは微量でも高い女性ホルモン活性を有することから､それらのモニタリングが重要

になると考えられる｡しかしながら､ GCノMS､ LC/MS/MSなどの機器分析では､試料の濃

縮や煩雑なクリーンアップ操作､誘導体化が必要であり､多検体の測定を前提とするモニ

タリング-の適用は容易でない｡本研究では､ 17β-エストラジオール(E2系)及びエス

トロゲン(El (ェストロン)とE2の総和:エストロゲン系)を迅速かつ高感度に測定す

る全自動酵素免疫測定(EIA)システムを開発し､河川水･湖沼水サンプルを用いて

LC瓜生SノMS法および酵母エストロゲンアッセイ法との比較検討を実施したo全自動EIA測

定装置としてAIA･600ⅠⅠ (東ソー製)を使用した.抗E2抗体･抗エストロゲン抗体は市販

品を､標識酵素としてはアルカリ性ホスフアタ-ゼを用いた｡試料中の抗原と酵素標識抗

原の競合反応を37℃､ 40分間実施し､ B/F分離後､磁性ビーズに固定化した抗体と結合さ

せた標識抗原中アルカリ性ホスフアタ-ゼ活性を､基質である4-メチルウンベリフェリ

ルりん酸の分解速度を求めることにより測定した｡なお､標準曲線は既知濃度のE2溶液を

用いて作成した｡ EIA法では､採取後凍結保存した河川水を暫定マニュアルに従って固相

抽出を行い､メタノール溶出したものを試料として用いた｡ LCノMSノMSでは固相抽出物を

さらにフロリジルカラムにて精製し試料とした｡河川水12サンプルを用いたE2系におけ

るLCノMSノMS測定値との相関係数はr -0.962､エストロゲン系はLCノMS/MS測定値
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(El+E2)との相関係数r -0.946となり､今回開発した両系とも良好な相関関係が認めら

れ､本法は迅速かつ簡便なモニタリングツールとして有効であることが示された｡

1-6.湖沼の定期調査

1-6-1.諏訪湖

2002年の諏訪湖定期調査は､湖心において､ 3月13日から12月18日までに隔週で行わ

れた｡測定項目は､透明度､水温､溶存酸素濃度､ pH､光量子､クロロフィル濃度､セ

ストン量､各態窒素濃度､各態リン濃度で､その他に､動物プランクトン､底生動物､植

物プランクトンを定量的に採集した｡

図1に2002年の透明度の変動を示す｡アオコが大発生して富栄養化が問題となっていた

諏訪湖も､ 1999年からアオコの発生量が顕著に減少してきた｡それでも､夏から秋にかけ

ての1-2ケ月間にアオコが発生する事が多かったが､ 2002年は一年を通じてアオコ状態

になるほど藍藻が増えることはなかった｡その結果､透明度は3月から11月初旬まで1m

前後の値を維持した｡また､ 11月下旬からは2mを超える高い値となった｡秋に透明度が

高くなる傾向は2001年も見られたが､ 2002年にはそれがより顕著になった｡諏訪湖の水質

浄化が進み､生態系が変化し始めているのは確かなようだ｡
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図1.諏訪湖の透明度の変化(2002年)
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1-6-2.木崎湖

1981年より行なっている月1-2回の定期観測を2002年度も実施した｡観測項目は,

透明度,水温,溶存酸素, pH,クロロフィル量,セストン量である｡また,動物プランク

トンを定量採取した｡透明度の2002年度の変化を図2に示した｡ 3月から5月は4.5m～

5mであったが, 6月に7m近くまで上昇した｡ 7･8月には再び5m前後まで下降し, 9月

には9m近くまで上昇した｡その後は下降し12月には2.7mとなった｡ 2002年度の透明度

の季節変化はやや大きかった｡
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図2.木崎湖の透明度の変化(2002年)
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19.花里孝幸:湖からのしかえし:生物濃縮が引き起こす湖沼環境問題. FRONT, 2003

年2月号: 52･53 (2003).

20.花里孝幸:湖沼生態系の健康診断:汚染にさらされた生態系の症状. FRONT, 2003

年3月号: 56･57 (2003).

21.柳町晴美･高木直樹･花里孝幸･朴　虎東: LandsatETM+データと同時観測データに

よる2002年9月2日の諏訪湖の水質.環境科学年報一信州大学一, 25:21-28 (2003).

22. Taknmichi lchinose, Hirohisa Takan0, Yuichi Miyabara, Ⅹaori Sadakaneo, Masaru

Sagai, Takayuki Shibamoto: Enhancement of antigen･induced eosinophilic

inflammation inthe airways of mast･cell deficient mice by diesel exhaust particles.

Toxl'coloByT, 180(3), 293･301 (2002).

23. Jae･Won Choi, Yuichi Miyabara, Shunji Hashimoto, Masatoshi Morita: Comparison

of PCI)I)rF and coplanar PCB concentrations in Japaneselmman adipose tissue

collected in 1970-1971, 1994･1996 and 2000. C泡emosphere, 47(6), 591･7 (2002).

24. Seiichiroh Ohsako, Yuichi Miyabara, MotoharuSakaue, Ryuta lshimura, Masaaki

Kakeyama, H. Izumi, Junzo Yonemoto, Chiharu　Tohyama: Developmental

Stage･specific efFects of perinatal 2,3,7,8･tetrachlorodibenzo･p･dioxin exposure on

reproductive organs of male rat offspring. ToLXI'coI Sad., 66(2), 283･92 (2002).

25･ Horiguchi T.,Cho H.SりShiraishi H.,Eojima M,,Kaya M.,Morita MりShimizu M.:

Environmental monitoring of organotin(Tributyltin and triphenyltin) Pollution in

Japanese coastal waters　with special reference to imposex in gastropods.

PTOC.Jnt, Woz:kshop Maz:Rollut.BeTSl'stent OTg.R211utBD tS, 2002

26･ Hanada Y.,Tanizaki T,又oga M.,Shiraishi H,,Soma M.: Quantitative analysis of

triphenylboron in environmental water samples by liquid chromatography/mass

spectrometry, Anal.Scl'., 2002

27. Hanada Y.,Tanizaki T.,又oga M.,Shiraishi H.,Soma M,: LC/MS studies on

characterization and determination of N,N'･ethylenebisdithiocarbametefungicides

in environmental water samples. Anal.Scl'., 2002

28. Fuknzawa H.,Watanabe M.,Shiraishi F.,Shiraishi H.,Shiozawa T.,Matsushita

H.,Terao Y.: Formation of Chlorinated I)erivatives of BisphenoI A in Waste Paper

Recycling Plants and Their Estrogenic Activities. JHealth Sc1., 2002
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29. Haneda Y.,Imaizumi I.,Kido K.,Tanizaki T.,Koga M.,Shiraishi H.,Soma M.:

Application of a pentanuorobenzy1 bromide derivatization method in gas

chromatography/mass spectrometry of trace levels of halogenated pllenOIs in

air,water and sediment samples. Anal.Scl'., 2002

2-3.学会発表

1. Chang, A/H. and Hanazato, T.: Vertical distribution of zooplankton in a shallow

eutrophic lake.　The llth International Symposium on River and Lake

Environment, (諏訪)(2002年7月).

2. Fujiwara, Y. and Hanazato, T.: Is it really so that low temperature andfoOd

shortage induce the winter decline of Daphnl'a population in lakes?　An

experimental analysis to test the hypothesis, The llth International Symposium

on River and Lake Environment, (諏訪)(2002年7月).

3. Toda, T. and Hanazato, T,:What factors affect the cladoceran Sl'dds

swimmlng/attaclling behavior? The llth International Symposium on River and

Lake Environment, (諏訪)(2002年7月).

4. Nagata, T., Chang, K.lH. and Hanazato, T.: Seasonal changes in population

dynamiCs and morphologies of rotifers in Lake Suwa: Their relation to predators･

The llth International Symposium on River and Lake Environment, (諏訪)(2002年

7月).

5. Moriyama, Y. and Hanazato, T.: Selective predation of pond smelt (HJPOmeSuS

tTanSPaCl'Ecus) and its effect on zooplankton community. The llth International

Symposium on River and Lake Environment, (諏訪)(2002年7月).

6. Chang, K･H., Nagata, T. and Hanazato, T.: Predation impact of　fish

(PseudovTaSbom pazvB) on a zooplankton community: experimental analysis using

artificial ponds.　The llth International Symposium on River and Lake

Environment, (諏訪)(2002年7月).

7. Saji, A., Nakazato, R. Sakurai, H" Sakuma, M. and Hanazato, T.: Population

dynamics of epiphytic chironomid communities in the aquatic macrophyte zones of

eutrophic Lakes Suwa and Kitaura. The llth lntemational Symposium on River

and Lake Environment, (諏訪)(2002年7月).

8. Hanazato, T.: Impact of the newt CynopspyTThogasteron zooplankton community

structure: An analysis with experimental ponds. 6th lnternational Symposium on

Cladocera, (Wierzba, Poland)(2002年8月)

9.高橋宏和･花里孝幸:淡水産枝角類DapAnI'amag刀Bに及ぼす農薬Carbarylの毒性と

餌濃度変化の複合影響.　第8回バイオアッセイ研究会･日本環境毒性学会合同研究

発表会(東京)(2002年9月).
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10.福原晴夫･朴虎東･花里孝幸:韓国東海岸沿い汽水湖におけるイソコップムシ属の分

布.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

ll.森山豊･.花里孝幸:白樺湖における枝角類動物プランクトンとワカサギの相互関係.

日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

12.今井真木･花里孝幸:尖頭を持ったマギレミジンコにおけるフサカの捕食に対する防

御機構.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

13.張光弦･花里孝幸:ゾウミジンコ群集に及ぼす無脊椎捕食者､ノロ(Leptodomhl'ndtll)

とケンミジンコ(肋ocyelops)の捕食影響.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9

月).

14.永田貴丸･花里孝幸:ワムシの個体群動態と形態に及ぼすcyclopoid copepodaの影響.

日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

15.戸田智子･花里孝幸:水草付着性枝角類(Sl'da cTyStalEne)の遊泳･付着行動に及ぼす環

境要因の解析.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月),

16.藤原好･花里孝幸:低温と餌不足は本当に冬のDaph}31'a個体群崩壊の原因なのだろう

か?日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

17.佐久間昌孝･花里孝幸: Chydoridae(マルミジンコ科)は水草表面一水中間の日周期移

動をするのか?日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

18.張光弦･上島剛･田原億成･花里孝幸:諏訪湖におけるワカサギの食性と動物プラン

クトン群集に及ぼす影響.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

19.本間隆満･佐藤桃子･花里孝幸･朴虎東:諏訪湖における栄養塩変動とM'crocystls種

組成の変化.日本陸水学会第67回大会(東京)(2002年9月).

20.高橋宏和･花里孝幸:淡水産枝角類DapABl'a mag22Bに及ぼす農薬Carbarylの毒性と

餌濃度変化の複合影響.日本陸水学会甲信越支部会第28回研究発表会(松本)(2002年

12月).

21.佐藤稔･花里孝幸:諏訪湖ヒシ帯の構造を決めている要因の解析.日本陸水学会甲信

越支部会第28回研究発表会(松本)(2002年12月).

22.今井異木･花里孝幸:尖頭を持ったマギレミジンコにおけるフサカの捕食に対する防

御機構.日本陸水学会甲信越支部会第28回研究発表会(松本)(2002年12月).

23.藤津勇･花里孝幸:底生魚コイの底泥擾乱が水質に与える影響.日本陸水学会甲信越

支部会第28回研究発表会(松本)(2002年12月).

24.張光‡弦･花里孝幸:諏訪湖におけるゾウミジンコ属二種の季節変動と捕食者との関わ

り. 2003年春季プランクトンシンポジウム(東京)(2003年3月).

25.花里孝幸:捕食者はカイロモンを介してミジンコの個体群動態を制御する:捕食者の

間接影響. 2003年春季プランクトンシンポジウム(東京)(2003年3月).

26.遠山千春､米元純三､竹内陽子､横井千砂子､宮原裕一､西村典子:ダイオキシンおよ

びポリ塩化ビフェニルのレチノイド代謝-の作用メカニズム.第73回衛生学会､大分､

2003年3月.
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27.大塚良平､宮原裕一:フサカ･カイロモンの濃縮と精製.第28回日本陸水学会甲信越

支部会､日本陸水学会甲信越支部会報第28号p55､松本､ 2002年12月.

28.地中良徳､宮原裕一:諏訪湖における多環芳香族炭化水素類の分布と挙動.第28回日

本陸水学会甲信越支部会､日本陸水学会甲信越支部会報第28号p53､松本､ 2002年

12月.

29.宮原裕一､大谷新太郎､竹内陽子､米元純三､遠山千春:ダイオキシン類の野生アカネ

ズミ肝臓-の蓄積.日本内分泌擾乱化学物質学会､第5回研究発表会要旨集p329､広

島､ 2002年11月.

30. a. Yonemoto, N, Nishimura, C. Yokoi, Y. Takeuchi, Y, Miyabara, C. Tohyama:

Lactationalrather than in utero exposure to 2,3,7,8･tetrachlorodibenzo･p･dioxin

caused hypothyoxinemia at weaning of Holtzman rats.日本内分泌擾乱化学物質学

会､第5回研究発表会要旨集p325､広島､ 2002年11月.

31.竹内陽子､遠山千春､宮原裕一､横井千紗子､米元純三､前田秀一郎､西村典子:トラ

ンスサイレチン欠損マウスを用いたダイオキシン/ポリ塩化ビフェニールの作用メカニ

ズム1.血清および肝臓レチノイド量-の影響.日本内分泌擾乱化学物質学会､第5回研

究発表会要旨集p319､広島､ 2002年11月.

32.地中良徳､渡適栄喜､宮原裕一､股照洗:諏訪湖におけるダイオキシン類の異性体組成.

日本内分泌擾乱化学物質学会､第5回研究発表会要旨集p145､広島､ 2002年11月.

33.西村典子､米元純三､横井千妙子､竹内陽子､宮原裕一､遠山千春:ダイオキシン類お

よびポリ塩化ビフェニールの甲状腺機能-の影響とそのメカニズム.日本内分泌撹乱

化学物質学会､第5回研究発表会要旨集p70､広島､ 2002年11月.

34. N. Nishimura, a, Yonemoto, Y. Miyabara, C, Yokoi, Y. Takeuchi, Y. Fujii-Kuriyama,

S. Maeda, C. Toyama: Alteration in metabolism of thyroxine and vitamine A inj

AhR-nullmice and TTR･nullmice following 2,3,7,8･tetrachlorodibenzo･p･dioxin

exposure. 14th internationalsymPOSium on microsomes and dllrg OXidations,

Sapporo, 2002.

35.宮原裕一､地中良徳:諏訪湖底質中有害化学物質の汚染評価｢諏訪湖底質EP多環芳香族

炭化水素類の水平分布について.第8回バイオアッセイ研究会･日本環境毒性学会合同

研究発表会､講演要旨集-p63､府中､ 2002年9凡

36. Y. Ikenaka, Y. Miyabara: Spacial distribution of polycyclic aromatic hydrocarbons

in sediments from Lake Suwa. ISRLE 2002, Suwa, 2002 July.

37. YanaglmaClli, H., Takagi, N., Hanazato, T. and Park, H.･D,: Estimation of

MJ'cTOCySt13 distribution using satellite remote sensing data in Lake Suwa, Japan.

The llth International Symposium on River and Lake Environment, (諏訪)(2002年

7月).

38.北島晴美,太田節子:二次医療圏別に見た長野県における平均寿命の地域差.日本地理

学会発表要旨集No.62 : 165. (2002年9月).
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39.北島晴美,太田節子:長野県における平均寿命と気候との関係.平成14年度気象学会

中部支部･長野地方気象台合同研究会要旨集: 71･74 (2002年11月).

40.太田節子,野見山哲生,浜田　淳,北島晴美:長野県における二次医療圏別に見た平均

寿命と地域特性について. Supplement ofJournal ofEpidemiology,第13回日本疫学

会学術講演集, Ⅵ)1.13No.1 : 234 (2003年1月).

41.鈴木-寿,白石寛明,金東明,金再杢,中杉修身: 1次元不定流河床変動モデルを用いた河川

中物質濃度予測.第37回日本水環境学会年会(熊本2003.3)同講演集,458

42.磯部友彦,白石寛明,芹沢滋子,森田昌敏:エストラジオール関連物質の環境水を用いた

分解.日本内分泌撹乱化学物質学会第4回研究発表会(っくぼ2001.12)同研究発表

会要旨集,258

43.西川智浩,白石寛明,森田昌敏:メダカビテロゲニン遺伝子によるエストロゲン様化学物

質の評価法.日本内分泌撹乱化学物質学会第4回研究発表会(つくば2001.12)同研究

発表会要旨集,242

44.西川智浩,丸尾直子(☆1),鐘迫典久,白石寛明,森田昌敏(☆1東ソー):抗メダカビテロゲニン

モノクローナル抗体の樹立とその特性.日本内分泌撹乱化学物質学会第4回研究発表

会(っくぼ2001.12)同研究発表会要旨集,243

2-4.報告書

3.研究費受け入れ

3-1.科学研究費補助金

1.花里孝幸:日本学術振興会､科学研究費補助金(基盤研究C(2)) (代表者､新規)

｢湖沼のプランクトン群集に及ぼす温暖化影響の実験的解析｣ (課題番号: 14580567)

2,300千円

2.花里孝幸:日本学術振興会､日韓科学協力事業セミナー補助金(代表者､新規)

｢第11回国際河川湖沼環境シンポジウム｣　999千円

3.宮原裕一:日本学術振興会､科学研究費補助金､若手(B) (研究代表者､継続) ｢ディ

ーゼル排気曝露動物体内での水酸化多環芳香族炭化水素の生成に関する研究｣ (課題番

号: 13771425-00) 1,200千円

3-2.学長裁量経費

1.花里孝幸:教育研究改革･改善プロジェクト経費(代表者:新規)

｢諏訪湖の効率的な浄化対策の構築と､水質浄化が諏訪湖の生態系に及ぼす影響評価

についての研究｣　2,200千円

2.花里孝幸:教育研究改革･改善プロジェクト経費(代表者:新規)

｢国際河川湖沼環境シンポジウムの開催｣　600千円
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3-3.委任経理金

1.花里孝幸:奨学寄付金　(財)地球･人間フォーラム　3,000千円

3-4.共同研究費

1.花里孝幸(分担者) :日本学術振興会､科学研究費補助金(基盤研究B(2)) (研究代表者:

花木啓祐(東京大学･教授)) ｢異種環境負荷間のトレードオフを考慮した水環境改善対策

の評価手法の確立｣

2.花里孝幸(分担者),宮原裕一(分担者),柳町晴美(分担者) :日本学術振興会､科学研

究費補助金(基盤研究A(2)) (研究代表者:戸田任重(信州大学･教授)) ｢諏訪湖･天竜

川水系の物質循環､水循環とマネーフローからの研究｣
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Ⅲ,センター活動報告記録

1.センター活動日誌

表1.センター日誌

年 佇糴?｢�事項 

2002 釘��スタッフミーティング 

4月 �5ｨ985闔ｩ?�8bﾘ5��IJﾘﾗ2�

6/4 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

6/5 ��c����ﾙ�ﾝｸ慥著ﾌ(,ﾘ�(ｬ(ｺｸ5h987ﾈ5x4X8���OX効醜橙�

6/22 �5ｨ985��ｸ自Lｨﾏh､｢亥����)o�S�kﾂ��

7/1 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��YJﾘﾗ2�

7/2 ��c����ﾙ�ﾝｸ慥�*�顰�ｬ(ｺｸ5h987ﾈ5x4X8���OX効醜橙�

7/10 ��c����ﾙ�ﾝｸ憖�ﾈﾌ顰�ｬ(ｺｸ5h987ﾈ5x4X8���OX効醜橙�

7/ll-7/13 ��c����ﾙ�ﾝｸ憖�ﾈﾌ顰�ｬ(ｺｸ5h987ﾈ5x4X8���ｩdｸ�5$�ｴ�右H皐7ｨ6X8ｲ��

7/19 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/31 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

8/5 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

8/30 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��iJﾘﾗ2�

9/7-9/8 �.h-ﾘ*ｨ*h.ｩ�ｩdｸﾌ�-8.ｨ*�*(-ﾈ,(.�,�5ｨ985��ｸ5�5�6(7B隗y�h*ｨ�����

9′30 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

ll/13 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

12/2 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��yJﾘﾗ2�

12/12 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

12/21 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ皦ﾜ:I�c(���ﾘ�)�Xｧx�)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｲ�
公開講演会を諏訪市RAKO華乃井ホテルにおいて開催(参加人数約70名) 

2003 ���ﾂ�スタッフミーティング 

1/24 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2/12 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2/20 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��雨ﾘﾗ2�

2/26 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

3/18 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

E-mailで行なったスタッフミーティングは記載されていない｡
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2.マスコミへの掲載

表2.センター関連新聞記事一覧(1)

年 佇�?｢�新聞社 亢ﾈ馼5�486x8ｲ�

2002年 釘�"�信濃毎日新聞 ��ｩdｸﾌ餉�8h5�8ｨ4ｩ�YJﾙ�b�

4′11 �<yHI�i[r�環境基準初めて下回る 

諏訪湖のリン濃度水質浄化運動に成果 

5/4 ��ﾙh蟹+ynﾂ�第13回諏訪湖チャリティ-,ウオーク 

諏訪湖の自然見つめて散策 

5/15 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪湖アオコの発生始まる暖かな陽気影響 

5/29 倆栄蟹+ynﾂ�魚の水質に与える影響は高島城堀で浄化実験開始 

6/1 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�｢美しい環境づくり諏訪地域推進会議｣にて 

花里センター長お堀浄化実験など講演 

6/18 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�活動紹介22日一般公開 

6′21 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�国際河川,湖沼環境シンポ諏訪で来月開催 

6/23 ��ﾙh蟹+ynﾂ�センター一般公開諏訪湖､白樺湖浄化の研究紹介 

7′13 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪で国際シンポジウム開幕 

7/14 �+ynﾉ?ｩ_��第11匡l国際河)]悦郎召環境シンポジウム､ 第2回湖沼浄化シンポジウムn諏訪 

諏訪湖を中心とした水環境を題材にパネルデスカツシヨン 

8/ll �+ynﾉ?ｩ_��アオコ浄化活動で発生に変化どろどろ状態や悪臭少なく 

8/13 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖とともに豊穣の海復活への情念 

8/20 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪湖の〝おじやま虫"とされているユスリカ 

8月下旬にかけ発生か 

9/8 �+ynﾉ?ｩ_��浄化進み水生繁殖｢沈水性｣沖に広がる 

9/10 �+ynﾉ?ｩ_��よみがえれ諏訪湖ふれあいまつり楽しみながら浄化考える 

9/ll ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖浄化思い込めふれあいまつり 

10/22 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪湖水質保全計画策定専門委員会(第2匡l) 

06年水質目標値答申案検討 

10/31 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖のユスリカ発生パターン分析 

｢発生開始日で量の予測可能｣ 

ll/8 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪湖もつと美しく諏訪教育博物館特別展で取り組み紹介 

ll/15 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�豪雪が平均寿命縮める? 

ll/16 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖水質保全計画策定専門委員会(第3回)答申案まとめる 

coDヨ標値､より厳しく 

ll/24 ��ﾙh蟹+ynﾂ�｢浄化の功罪-諏訪湖の富栄養化と水質浄化の意味｣を 

テーマに花里センター長講演 

ll/25 �*�?ｩ�i[r�｢平均寿命の地域差に気候は関係あるのか｣を 

チ-マにした研究発表 

ll/26 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖浄化の影響は信大の花里センタ-長講演 
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表2.センター関連新聞記事一覧(2)

年 佇�?｢�新聞社 亢ﾈ馼5�486x8ｲ�

2002 免ﾂ�3��長野日報 仍ｸ*ｨ*(.�,i�X�*ｨ敢嶌+x.俘)8x�冏�,ﾈ��ﾋ�ﾈｸ悗�

12/19 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�達成諏訪湖浄化リン環境基準をケノア 

さらに厳しい白標設定 

12/22 �+ynﾉ?ｩ_��センター第二回公開講演会 

r水環境(諏訪湖)の環境ホルモン汚染｣をテーマに講演 

12/27 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�環境ホルモン汚染諏訪湖の現状学ぶ信大が公開講演会 

2003 ����信濃毎日新聞 俘)8x��,ﾉg��(嶌��ﾋ�,ﾈﾈｸ惓�x.�,ﾈﾛx5(43#3��T9Z｢�

2/21 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖のためにできること毒性物質を防ぐ 

｢非特定汚染源｣対策の現場 

3/1 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖透明度2.95メートル92年以降最高に 
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備州大学山地水職域教育研究奄bd参-三品-鼠

.･〒亡≡占lt.i,~ー

J -1.…1夢 F二

信州大学 両地水環境 教育研究センター

ResearchandEducationCenteI-FoHnlandwaterEnvironnlent

〒 392-0027 長野県 諏訪市 湖岸通り5-2-4

Tl_.IL.0266-52-1955

5-2-4 Kogandori,Suwa 39210027,Japan

http://www.water.shinshu-u.ac.Jp

山地水環境教育研究センター第1回公開講演会開催される

III地水環境教育研究センターは､去る3)-I16LHこ諏訪Tf-i文化センターで､第 日Dl公開溝班会を下記の内容でIj附1号:-;しました｡

当日は 100名を超える参加者がありました0本誹班会には諏訪巾の御後援をいただきましたOここに感謝申しl･.げます｡

glAl部r巾艮牛所と鑓境汚染』
｢人気汚染物質 ディーゼル排ガス粉塵の健J剥き;響-｣ETリIF不日- (金沢入学大学ryEE;r然科学研究科教授)
｢欠配lJとダイオキシン類の発牛｣安榊ll-1夫 (国Jl'1-.環境研究所 循脚 モ■-!社会形成推進･廃薫物研究センター 循環資源･廃棄物試験研

究室長)

第2,:I.L-li『経済活動と環矧,"J題』 †

｢地球混靴 防悌 ための洲 枠組みについて｣長瀬 ･治 (信州大.､描 粁 捕 冊 ) 弓
｢県 卜企業の環境所動の現状とr甘倍地区における美例｣萩酬 一昭 ,-:I(多摩川精機代表取締役会長 長野県鋒':,:1;者協会 地球環境

委L-1会委員長 )

講漬会場では参加l者からアンケー トをとり､今
[可の誹前会の感想､今後の誹前会への希望をうか

がいましたO記入していただいたアンケー トによ

ると､聴講名の年齢組成では､60代と 10代が

最も多く､職業別では会社員が多い結果となりま

した｡高校二l･-.と大学ニト:.を合わせると聴講者の300/.

近くを占めており､若い世代への啓豪所動として

公闘講前会を仏門ィ､Jけることが今後の方向であろ

うかと思われますO誹紬 Ĵ容については､概ね普

通の評 価となりましたが､難しいと感じた人が

200/o程度おられ､内容の難易度について今後検

討していく必要があります｡

今後､アンケー トに記載されたさまざまなこと

を二1:.かしてよりよい誹前会をFj削柁できるように努

力していきたいと考えています.

詔班をILlrlく人々 謂班会を伝える新Fi旧山-I;(長野卜用立3/17)



平成14年度信州大学山地水環境教育研究センター

一般公開のお知らせ

山地水環境教育研究センターでは昨年に引き続き､施設の一般公開を下記の要領で開催します｡当日は､湖沼の生物等を

展示しながら､湖沼生態系や水環境の解説を行います｡また､学生による研究発表会も開催します｡湖沼･河川の環境に興

味のある方､山地水環境教育研究センターを見学してみたい方､ぜひお越しください｡

平成14年度信州大学山地水環境教育研究センター一般公開

目時:2002年6月22日(土)

場所:信州大学山地水環境教育研究センター(諏訪市湖岸通り5-2-4)

行事: [展示と解説] 10:00- 16:00

[研究発表会] 13:00- 15:00

第11回　国際河川湖沼環境シンポジウムのお知らせ

この会議は1984年に信州大学と韓国の江原大学の陸水学者(河川､湖沼など陸域の水界の研究者)の学術交流のための会議

として始まりました｡その後､交流の輪はこれら二つの大学関係者だけでなく広く日韓両国の研究者に広まり､さらには中国､

インドネシア､フィリピン､ベトナムなどの東･東南アジア諸国の研究者へも広がっていきました｡会議はおよそ隔年に日

韓で交互に開催されてきましたが､ 1996年には中国が主催者の仲間に入り､日本､韓国､中国の3国で順番に開催されるよ

うになりました｡このように､信州大学と江原大学がはじめた会議は回を重ねるごとに発展し､今では東･東南アジアの中

心的な国際陸水学会議と呼ぶにふさわしい会議へと成長してきました0

このような経緯で開かれてきた本会議は､今回で11回目になります｡今回の会議開催は日本(信州大学)が当番となり､

山地水環境教育研究センターが理学部､繊維学部と共に主催します｡また､会議期間の最後に､外国からの研究者を交えた

市民向けシンポジウムを､長野県諏訪建設事務所と共催で開く予定です｡

会議の開催日時･場所等は以下の通りです｡

[研究集会】

期日:2002年7月12日(午前･午後)･13日(午前)

場所:ラコ華の井ホテル(諏訪市高島2-1200-3)

[市民向けシンポジウム】

期日:2002年7月13日(午後)

場所:諏訪市文化センター

参加申し込み･問い合わせ等

St亡OrLJ Cir印hr arLd Ca川 rOr P叩tn

工SRLE2002

Trle llth JnterT)atiDnal SympDShJn Orl

Mvcr and Lake Environment

12-13 Ju吋2002

5LJWQ, Jcpn

研究発表の申し込みはすでに締め切られていますが( 3月　　　伽は九岨血耶隅曹好塊だtWdf細野着地f n湘㈹

31日締め切り) ､参加申し込みは今からでも間に合います｡　　　　　bbe細胞佃dirtEtEe rte拶托陀bJy

参加の希望､案内書(Second Circular)送付の希望､問い合

わせ等は､山地水環境教育研究センター(0266-52-1955)

またはEmail:hanazato@po5.1cv.neJp

までお寄せください｡

案内書は,ホームページ

http: //www･water･shinshu-u･ac J p

にも掲載されています｡

Orptd ～

R…rtJ) ■ttLI F:u■dh8q rdLrr IEIr llh■Jyptrr l'.trt1TVIIMt

rnkl A Scid{■

r■Ldlfy dr T.tlik ki仰f一■J TKbq.loE!

SHLNSllt-し●nl-F:RS11~Y
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信州大学山地水環境教育研究センター

Research and Education Center fわr hlandwater Environment

〒392-0027　長野県諏訪市湖岸通り5-2-4

TEL. 0266-52-1955

5-2-4　Kogandori, Suwa　392-0027, Japan

http://www.water. shinshu-u.ac.Jp

平成14年度信州大学山地水環境教育研究センター一般公開が6月22

冒(土)に開催されました｡

当日は梅雨の合間の晴天に恵まれ､午前10時から午後4時までの開催時間に50名を超える市民が訪れ

ました｡展示室では､センターに在籍する13名の学生が分担し､湖沼に生息する魚､ミジンコ､アオコ､

水草などの生態や環境汚染物質の動態についての展示と解説を行いました｡顕微鏡の下で泳ぐ様々な形の

動物プランクトンに歓声があがっていました｡また､湖の富栄養化問題だけでなく､有害化学物質汚染の

問題にも市民の関心が高いことが伺われました｡午後1時～3時には宮原裕一教官と5名の大学院生によ

る研究発表会を行いました｡発表会では､ミジンコと捕食者の関係や有害化学物質汚染などについて､発

表者それぞれが工夫を凝らして日頃の研究成果を市民に説明しました｡そのほとんどがわかりやすい発表

であったと多くの人に好評でした｡

億州大学

LJJ地水環境教育研究センター

[一般公開]

2002年6月22日(土)

(入湯無料:お気軽にお越しください)

10 00′-16 00

爺等哲哉志望賢磯野鴇雷幾許岳を｡

観ゾ農盛_ =県展最愛
1 3 00.-1 500

倍触学等琵P;僻むンJhで

0毛!酋化学物質と水環境
○ミジンコ　青苗化学物欝汚染の監視役
0白梅湖a)偽と死む鞄プランクトン
0ワムシの形顧変化
0億海瑠璃とSLS)ン⊃
0水塀にくっつ<ミジンコの隻鞍

鳩托e.漣拓先

語頭実学舛削5-2 4
:ここI r:】■rI事ミ~qT:pH r>

哉出　0266-52-1955

一般公開のポスター

展示内容



LIr†1[Jlul>.
研究成果発表会

於 4錯 沫諌塞t全盛篭 14 00-16 60

どつ∫=ロg;.̀お~_て≡い.

～プログラム～

有音化学物竿と水原奨 73m i

ll,PIT甘化サtqttqtとそのtI4台EI.粥_Lr.

白樺議のIE と払蒜プランクトン 和 紺 叫｢ど白q 帥♪h 丘
r汁tlF4It功1J;.～ヽ ′打電介い･t'ちrPjFF;仔にJA･て31たしIf.

ヮムンの形転変LE tu]h

an■.JLe【L>rd什. }-市村el毛L='T.､~技gl 三十

低温再発とミジンコ ●1)Ir

n3...EもIAこiC.rノてlこi!Iqで三小エビ･_叶早Jlヤ=1TIL与14とlJtA で p -
, I】の̂ ト紙 ,1つL･て糾 しtT.

裁暮Li(つつくミjンヨ0生せ .qphr÷

1 ,t7,_.･:.･J.1一心 r･む"ケTLt､u

ミノ/フ 有等化学観官汚染の監視役 A･ATl】

■rrttJPtコ･J∫JH JTHtJI17一らTrI i ヒモ∫J11■.仔rt芋87で ヤ第gとrt
土.llA.)rてい壬,Itと../⊇がtl':Irtニ:こ■I卜i lJJしくllLll.

lJ+卜Jq-
>れrJ▲J叶 IqI

研究究表会プログラム

一般公開を伝える新FLH記13を

第 11回 国際河川湖沼環境シンポジウムのおしらせ

SRLE
すでにセンターニュース4弓･でお知らせいたしましたが､LJl地水環境教育研究センター､上世;/:部､繊維学都の共催で､第 11

lfl=7;-1fl蜘 ･1川湖沼環境シンポジウム (ISRLE2002)が 7)1llEr(木)～ 14El(El)に開催されます｡スケジュールを 卜

に記します｡詳細なプログラムについては､センターにお目肌､合わせくださるか､センターのホームページをご覧くださ

いOまた､13u (J二)の牛後には信州人学と長野県諏訪建設 車務所の-)一用封こよる市民向けシンポジウムの聞催を7,定し

ています｡ご興味のある方々の参ノ州をお待ちしています｡

ISRLE2002 プログラム 7月 11日 (木)- 7月 14日 (日)

会場 :RAKO華乃井ホテル

7月 11Ij 15:00-17.00

18:00_20:00

7月 12u 8:00-9:00

9:00_9:15

9:15-10:15

10:30-12:00

13･00_15･30

15:30-18:00

19:00-21:00

7)113EIJ 9･00112･00

1200-

7)-I14n

(諏訪市高島 2-1200-3)

受け付け

歓迎会

受け付け

聞会挨拶

).ち誹摘抽i

l~l頭発表 1

ホスタ弓芭表

rl頭発表 2

懇親会

IJuAl'i発表 3

閉会挨拶

エクスカーション

参ノ)日日TL込み ･問い合わせ′1こ

lSRLE2002にF対するl川(千′l.1;は､LJJIUljJくjLl1境教子TlT)F究センター(0266-52-1955)または

Emallh(ln(lZ2-10@Ⅰ)051cv-lCJl)まで

プログラムは.ホームページhup･//www＼′V211el､Sh‖1Shu-Ll(lCjpにも†引LiされていますO
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信州大学山地水環境教育研究センター

Research and Education Center fわr lnlandwater Environment

〒392-0027　長野県諏訪市湖岸通り5-2-4

TEL. 0266-52-1955

51214　Kogandori, Suwa　392-0027, Japan

http ://www.water. shinshu-u.ac.Jp

山地水環境教育研究センターと理学部､繊維学部の共催による

第11回国際河川湖沼環境シンポジウムが7月11日(木) ～

13日(土)に諏訪市で開催されました｡

シンポジウムは諏訪市のRAKO華乃井ホテルで開かれ､ 1 5 0名を越える参加者がありました｡そのう

ちの約7 0名が韓国･中国を中心とした外国からの参加者で､国際色豊かな会議となりました｡そのなかで

も特筆すべきことは､学生が全体の約半分を占め､外国からの学生の参加者も33名に達したことです｡若

い人たちの熱気あふれる会議となりました｡

会議ではまず､学長による開催の挨拶に続いて基調講演があり､韓国ハニヤン大学のChoi教授､中国科

学院水生生物研究所の劉教授､そして沖野外輝夫信州大学名誉教授による､韓国､中国､日本の湖沼研究の

紹介がありました｡その後､河川･湖沼の環境研究に関する41題の口頭発表と61題のポスター発表が行われ､

活発な質疑応答が交わされました｡

このシンポジウムは､韓国･中国･日本の三カ国が中心となっで隔年て開催しているものです｡今回の会

議は参加者数､発表件数でこれまでの会議で最大のものとなり､東アジアの代表的な国際陸水学会議という

にふさわしいものになったと実感しています｡

次回の会議は2004年に中国で開催されることが決まりました｡

開会式での学長挨拶

口頭発表の様子

The llth if)tem一t加II Sym

River aFtd Lake EnviM
ZbJ

主催者代表挨拶(センター長)

ポスター発表の様子

基調講演1

基調講演　2



懇親会のH'Li念写真据影風景

吉如言方′却】のフK蛋錠,申イヒな とさを 害漬し き っLr=
r-ハ',J],召テ-7･イヒシン7代三ノウ ム ･ ∩ 吉取言方 .

会議のF冊ほを伝える新ILu記■J';(店毎7/12)

7月 13日午後には､長野県諏訪建設事務所と合同で

韓国･中間･日本の研究者による苗艮向けシンポジュ

ウムが開催されました｡

シンポシ､､ユウム参加賞の様 J′

8月5日 ()1)～ 10日 (土)に公r榔塩湖実習 (陸水生態学
実習)を行いました｡これは国立大学の学ニトを対象とした

単位互換の実習です｡諏訪湖を中心として､潮の水質分析､

生物Ifi:.種:r_='t:測定､生物の採集法と分類等に関する実習を行

いました｡

本作は参加者が2名と少なかったのですが､天候に恵ま

れ例年通りの実習ができました｡

山地水環境教育研究センター 今後の予定

センターでは､今後次のような活動を予定しています｡

1. 山地水環境教百研究センター年報の発行 (現在作成 中)
2.第 2回公用.溝前会 (11月ころの予定)

3.両地水環境教百研究センター報告の発行 (2003年3月JT,近)
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第二回　公開講演会

｢水環境㈱潮)の ホルモン汚監j u)JJJ):･旧うせ

山地水環境教育研究センターでは､昨年度に引き続き本年度も下記の要領で公開講演会を開催します｡

今回の講演会では水環境中における環境ホルモン物質の分布と水生生物への影響に焦点を絞り､ 『水環

境(諏訪湖)の環境ホルモン汚染』というテーマで､二人の演者に話をしていただきます｡諏訪湖をは

じめ多くの湖では､富栄養化が最大の環境問題として扱われてきましたが､水域はまた､様々な人工化

学物質の汚染問題も抱えています｡今回はその汚染の実態と生物への影響について､最近の研究成果を

交えて話をしていただきます｡多くの方々の参加をお待ちしています｡

記

期日:12月21日(土)

時間:午後1時30分～3時30分

場所:ラコ華乃井ホテル2階　パルケの問　(諏訪市　高島　2-1200-3)

演題と講師

講演1 : ｢環境ホルモンと生物影響｣

白石　寛明　　国立環境研究所　化学物質環境リスク研究センター　曝露評価研究室室長

(山地水環境教育研究センター客員教授)

講演2 ‥ ｢ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素類による汚染｣

宮原　裕一:信州大学　山地水環境教育研究センター　助教授

講演会についての詳細は､

信州大学山地水環境教育研究センター

tel.0266-52-1955まで

お問い合わせください｡



講演要旨

｢環境ホルモンと生物影響｣

独立行政法人　国立環境研究所　化学物質環境リスク研究センター　曝露評価研究室室長

白石　寛明

｢環境ホルモン｣とは, ｢外来性の物質であり,無処置の生物の内分泌系に対してその個体もしくはその

子孫の世代のいずれかのレベルで健康障害性の変化を起こさせるもの｣であるとされています｡この問題

は決して新しい問題でなく｢サイレントスプリング｣で警告されていたように農薬であるDDTの散布が食

物連鎖を通じて肉食性鳥類へ濃縮し,これによって卵殻の薄化や繁殖障害を引き起こすメカニズムには内

分泌系の撹乱が大きく係わっていると思われる｡近年,環境ホルモン問題が大きく取り上げられたのは, ｢失

われし未来｣の出版,人間男性における精子数の減少,前立腺ガンの増加,女性における乳がんや子宮内膜

症の増加といった問題が環境ホルモンとの関係で議論されたことや,ビスフェノールAやノニルフェノー

ルなど身近な化学物質にホルモン作用があること,巻貝の異常や魚類のメス化など野生生物に異常が示さ

れたことによっている｡しかし,内分泌撹乱作用に基づくとされる現象と原因物質との因果関係が明確に

なっている事例は少なく,科学的に解明されなければならない点が数多く残されている｡我が国で,内分

泌撹乱化学物質の疑いのある化学物質として関心がもたれる物質には, ｢環境ホルモン戦略計画SPEED'98

(2000年11月版)｣において,リストアップされた物質があるが,これらの物質にはどのようなホルモン

活性があるのか,環境中の濃度でどのような影響が考えられるのか,見出される野生生物の変化は化学物

質が原因なのか,など科学的に解明しなければならない点が多く残されている｡例えば,河川に棲息する

魚類のメス化の原因物質にノニルフェノールなどの合成化学物質が疑われているが,人畜由来の女性ホル

モンが原因である可能性が高い｡内分泌撹乱作用が疑われる物質について,特に水生生物の異常に対して,

どのようなリスク評価が行われているかを紹介する｡

｢ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素類による汚染｣

信州大学　山地水環境教育研究センター　宮原　裕一

現在､わが国のダイオキシン類は､ごみなどの焼却に伴い発生しており､また､その発生量は年々減少

傾向にある｡ダイオキシン類は難水溶性､難揮発性､難分解性の化学物質で､環境中に長期間残留しやすく､

過去に使用された除草剤に不純物として含まれていたダイオキシン類が､その使用禁止から20年以上経っ

た現在でも農地から流出し続けている｡一方､湖沼や海洋の河川河口域周辺では､水の流れが緩やかになる

ため､河川水中の微小な粒子は沈殿し堆積する｡ダイオキシン類のような水に溶けにくい物質は､微小粒

子に吸着し移動するため､湖沼や港湾部の底質には難水溶性化学物質が溜まりやすい｡また､水中では高度

に生物濃縮され､生物への影響が現れやすいため､底質中のダイオキシン類濃度の環境基準値は陸上の土

壌に較べはるかに低い値となっている｡諏訪湖底質中ダイオキシン類濃度の測定は何度か行なわれている

が､その値は環境基準のよりもはるかに低く､水生生物に影響を与えるようなレベルではない｡本公演では､

諏訪湖におけるダイオキシン類の測定データに基づき､その汚染源や汚染の実態について解説する予定で

ある｡

一方､ベンツピレンに代表される多環芳香族炭化水素類は化石燃料の燃焼に伴い発生する一連の化学物

質である｡ベンツピレンは急性毒性､発ガン性などを有し､我々の日常生活に伴い発生するため､ダイオ

キシン類同様､身近な有害化学物質である｡環境庁の全国一斉調査で､諏訪湖の底質からもベンツピレン

は検出され､ (幸い水生生物からは検出されなかったが)､改めてその汚染が身近なものであることが明ら

かとなった｡現在､山地水環境教育研究センターでは､諏訪湖集水域において､多環芳香族炭化水素類の詳

細な調査を行なっており､その発生源や汚染レベルを明らかにすることを試みている｡本講演では､その

結果の解説と､リスク評価の観点から多環芳香族炭化水素類とダイオキシン類の比較を行なう予定である｡
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信州大学山地水環境教育研究センター第2回公開講演会が開催され

ました｡

信州大学l恒也水環境教育研究センターは､2002年 12月21日(∫)にラコ華ノ~川二ホテル (諏訪市)に

おいて､第2回公開講演会を開きました｡今回は ｢水環境 (諏訪湖)の環境ホルモン汚染｣をテーマとし､

当センターの白石寛明客員教授と宮原裕一助教授の二人が市民を前にして講演を行いましたO

白石教授の講演は ｢環境ホルモンと生物影響｣と題したもので､環境ホルモンと呼ばれている内分泌

撹乱物質の種類やその生物影響について解説しました｡富原助教授は ｢ダイオキシン類と多環芳香族炭

化水素類による汚染｣と題し､それらの物質の諏訪湖や周辺での分布状況のデータを示し､汚染源につ

いて考察しました｡

講演会は午後 1時 30分から2時間にわたって行われましたが､当ヒIは開演時から雪が激しく降りIlJl

L､講演会終 了時には積雪量が20cmにも達するといった悪天候となりました｡しかし､それにもかか

わらず50人を超える市民の参加があり､みな熱心に講師の話に耳を傾けていました｡参加者からは ｢漠

然としていた環境ホルモンやダイオキシンのことがわかりやすく説明され､よく理解できた｣といった

声が聞かれ､講演会は好評だったようです｡

講演会当日は降雪のために高速道路が通行止めとなり､一般道路が大渋滞となりました｡そして､講

演会参加を考えていた市民の足に悪影響が及びました｡公開講演会の開催は今後も毎年行うつもりです

が､開催時期は再検討する必要があるようです｡

公l貼溝班会を伝える新聞記事 信毎 12/22



公l鮎講班会の梢-j'･

センター長挨拶

最近の話題

r'lJ了教授 I.･:･rJlit助教授

tLIJ会の挨拶

高鳥城の水質浄化に閲する研究が紹介されました｡ィ,:=LiLllJI･1/9

∫.洲 人/7':IlltuiノJく瑞境教育研究センターでは､諏訪市にある高'!調炎
上l卜公園の鋸でノJく質浄化リiEJj灸を打っていますOこれは巾艮が以守る

llIでのJi験で､住民の瑞境教習'のひとつの形態と考えています｡

今イl:･J夏のJ尖験の成果が新F川で紹介されました.

(御神渡りの′与貞)

諏訪湖では5隼ぶりに御神 渡りが観察されました｡しか

し､その規根は小さく､通称 =ミニ渡り''と言われるよ

うなものでしたolj:真は 1)IIO日に蹴ったものです｡

この後､日日9日に汗緋式が行われました｡



4.センターの利用状況

表3.センター日帰り利用者(1)

年 佇糴?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者延べ人数 

2002 釘����高校生 侈乂r�1 

4/18,19 ��8圸�XｧyyﾘｧyYI�iZ���調査 澱�

4/20.21 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYB�調査 �"�

4/27 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�セミナー 途�

5/3 ��ｩdｸﾌ�6�888ｨ6X4(�ｸ4X4��ｸ4��見学観察 塔��

5/16 ��ｩdｹ8ﾈｹ騫ﾘ怏�Xｧr�調査 ���

5/17 ��ﾘ�)�Xｧxﾆ��yYB�見学 �"�

5/23 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 迭�

6/13､14 �����Xｧxﾔﾈ司�Xﾉxｬ(ｺｸ怦ｧxｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｲ�調査 唐�

6/13､14 仍�79�Xｧy�i�Hｧx5ｨ985��ｲ�調査 �"�

6/14 ��ｩdｹ(hｧxﾕ｢�総合学習 唐�

6/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

6/22 �5ｨ985��ｸ自Lｨﾏh､｢�見学 鉄��

6/28 �ｩ�ｩdｸ��(hｧxﾕ｢�セミナー 鼎��

7/3 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

7/ll-.15 亊異�I(hﾙ�,ﾉ�Xｧy�b�セミナー ��cR�

7/17 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

7/15-20 亊異�ｩ亥)�Xｧr�調査 澱�

7/22-26 僞�h��ﾋ����ﾗX�橙�セミナー ��3��

7/29 �ｩ$ｩ�ﾉYI(hｧxﾕ｢�総合学習 �"�

8/1 �ｩ$ｩ�ﾉYI(hｧxﾕ｢�総合学習 �"�

8/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

8/6 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

8/9 壷L｢�見学 ���

8/18 ���>ﾈ抦ｧxﾕ｢�総合学習 �"�

8/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

9/4 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

9/24 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

10/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

10/9 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

10/9 ��ﾘ�)�XｧyWI�顫ﾈｧxﾕ｣)D��総合学習 �3��

10/15 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 ���

10/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 釘�

10/23 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 �2�

10/23 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

-　61 -



表3,センターEl帰り利用者(2)

年 佇糴?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者延べ人数 

2002年 免ﾂ��"�信州大学理学部物質循環学科 兒ｩ�ﾒ�1 

ll/14 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 �2�

ll/15 �ｩ$ｩ�ﾉYI(hｧxﾕ｢�総合学習 釘�

ll/15､16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�セミナ- ��B�

ll/19 �(h�(抦ｧxﾕ｣YD��総合学習 唐�

ll/24 �?ｩgｹ�Xｧr�調査 迭�

12/2 俶囘�ﾊH�9�b�セミナー 唐�

12/14 倆�檠Y�8ｺhｶ8橙�セミナー �3��

12/17 ��ﾘ�)�Xｧu�ﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

12/25 侈x効醜橙�会議 ����

2003年 ����"�信州大学理学部物質循環学科 兒ｩ�ﾒ�1 

1/16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

1/19 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 ���

1/22-28 亊異�ｩ亥)�Xｧr�調査 途�

1/23 侈x効醜橙�会議 ��R�

1/27 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

2/4 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

3/1 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

3/3 侈x効醜橙�会議 ����

3/10 倡9j�&9�ﾉOｩF侘陞�2��セミナー ����

3/12 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 �2�

表4,木崎ステーション日帰り利用者

年 佇糴?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者延べ人数 

2002 釘��信州大学理学部 侈乂r�8 

4/18 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 迭�

5/20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 澱�

6/15 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 �2�

6/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 唐�

7/20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 途�

8/18 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 途�

9/10 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 �"�

9/16 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 途�

10/20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 途�

ll/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 釘�

12/20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�観測 迭�
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表5.学生実習などセンター宿泊利用者

年 佇�?｢�利用者 �>�vR�参加者数 

2002 迭�3�ﾓ3��信州大学理学部物質循環学科 們���6 

6/3-7 �8ﾈｹ��XｧyyﾘｧyYI&隗x怩�実習 ��2�

6/6-7 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 澱�

6/22-27 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怩�実習 迭�

7/6-7 ��ﾘ�)�Xｧxﾆ��yYB�セミナー 免ﾂ�

7/27-8/1 仍�79�Xｧy�i�HｧxﾊHｸh5ｨ985��ｲ�実習 澱�

8/1-8/6 ��hｨ9�Xｧxｻ8支ｧyYB�実習 ��B�

8/5-.10 佰h､ｩ}Xﾌ韲���実習 途�

8/17-18 兩ｩ�y�Xｧr�実習 ��R�

9/3-4 �+ynﾈﾊxｻ8支5ｨ985��ｲ�実習 ��R�

9/4-6 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 �3r�

9/8-9 ��ﾘ�)�Xｧy�ﾉ[hｧyYB�セミナ- 唐�

9/16-18 �����Xｧxﾔ逢yYB�実習 澱�

10/15-31 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 �2�

12/24-27 ��ﾘ�)�Xｧxﾔ逢yYB�調査 途�

表6,センター日帰り利用者内訳

調査.分析 們���5ｨ7�6��ｲ�見学.質問.会議 ��ﾘﾘxｧx��合計 

学内 滴ｧyYC3y�ﾂ�1学部26人 ��ｧyYC)�ﾂ�- 田Y�ﾂ�

学外 添&9�ﾃ3Y�ﾂ�6団体373人 土&9�ﾃ�sy�ﾂ�小学校3校48人 田C��ﾂ�

中学校4校16人 

延べ人数 都)�ﾂ�399人 ��s��ﾂ�64人 都�I�ﾂ�
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表7.センター利用者(延べ人数)

調査.分析 剋ﾀ習.セミナー 剏ｩ学,質問.会議 剔麹㈱w習 剄㈹v 剔麹㈹v 

月 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 

2002年4月 ���8 ���7 ���1 ���0 ���16 ��b�

5月 ���1 ��"�5 ���82 ���0 ��"�88 �����

6月 ���12 ���r�40 ���50 ���8 ���r�110 �#�r�

7月 ���9 鉄B�295 ���0 ���2 鉄B�306 �3c��

8月 ���3 ��3b�0 ���1 ���4 ��3b�8 ��CB�

9月 ���2 ��sR�0 ���0 ���0 ��sR�2 ��sr�

10月 鉄B�ll ���0 ���0 ���38 鉄B�49 ���2�

11月 ���9 ���4 ���10 ���12 ���35 �3R�

12月 �#��1 ���48 ���0 ���0 �#��49 都r�

2003年1月 ���ll ���0 ���15 ���0 ���26 �#b�

2月 ���1 ���0 ���0 ���0 ���1 ���

3月 ���4 ���0 ���20 ���0 ���24 �#B�

合計 塔"�72 鼎ィ�399 ���179 ���64 鉄cb�714 ��#���

表8.木崎ステーション利用者数(延べ人数)

調査.分析 剋ﾀ習.セミナー 剏ｩ学,質問.会議 剔麹㈱w習 剄㈹v 剔麹㈹v 

月 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 偬迂��"�日帰り 

2002年4月 ���5 ���0 ���8 ���0 ���13 ��2�

5月 ���6 ���0 ���0 ���0 ���6 澱�

6月 ���ll ���0 ���0 ���0 ���日 �?｢�

7月 ���7 ���0 ���0 ���0 ���7 途�

8月 ���7 ���0 ���0 ���0 ���7 途�

9月 ���9 ���0 ���0 ���0 ���9 湯�

10月 ���7 ���0 ���0 ���0 ���7 途�

11月 ���4 ���0 ���0 ���0 ���4 釘�

12月 ���5 ���0 ���0 ���0 ���5 迭�

2003年1月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

2月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

3月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

合計 ���61 ���0 ���8 ���0 ���69 田��
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5.在籍者一覧

専任職員

陸水生態系部門:教授　花里　孝幸(センター長)　助手　山本　雅道

水環境保全部門:教授　柳町　晴美　　助教授　宮原　裕一

技官: /再可原　誠

客員教授:　白石　寛明

信州大学　大学院　工学系研究科　博士課程3年　張　光弦､佐久間　昌孝

修士課程2年　永田　貴丸､森山　豊､渡辺　次郎

修士課程1年　高橋　和宏､戸田　智子､藤原　好

信州大学　理学部　生物科学科　4年　藤沢　勇

物質循環学科　4年　池中　良徳､大塚　良平､今井　異木､佐藤　稔
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各種規定

信州大学山地水環境教育研究センター規程

(平成13年3月23日信州大学規程第364号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学学則(平成7年3月15日信州大学規程第261号)第10条

第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣という｡)

の組織及び運営に関し必要な事項を定める｡

(目　的)

第2条　センターは,学内共同教育研究施設として,湖沼及び河川を中心に集水域までを

含めた総合的な山地水環境保全に関する自然科学及び社会科学からの教育研究を行い,も

って信州大学(以下｢本学｣という｡)の教育及び研究の進展に寄与するとともに,地域の

振興に資することを目的とする｡

(業　務)

第3条　センターは,前条の目的を達成するため,次の各号に掲げる業務を行う｡

一　山地水環境保全に係る学生の教育及び実習並びに研究指導等に関することo

二　山地水環境保全に係る問題発生メカニズムの解明及び問題解決手法の開発等に係る

研究の推進に関すること｡

三　地域における環境教育の推進に関すること｡

四　その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること｡

(組　織)

第4条　センターに,次の各号に掲げる職員を置く｡

一　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という｡)

二　専任教官

三　その他必要な職員

(部　門)

第5条　センターに,次の各号に掲げる部門を置く｡

-　陸水生態系部門

二　水環境保全部門

(観測所)

第6条　センターに,木崎潮観測所(以下｢観測所｣という｡)を置く｡

2　観測所に関し必要な事項は,別に定める｡

(管理委員会)

第7条　センターの管理運営に関する重要事項の審議は,信州大学学内共同教育研究施設

等管理委員会(以下｢管理委員会｣という｡)において行う｡

(運営委員会)
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第8条　センターの運営に関する事項を審議するため,信州大学山地水環境教育研究セン

ター運営委員会(以下｢運営委員会｣という｡)を置く｡

2　運営委員会に関し必要な事項は,別に定める｡

(センター長)

第9条　センター長は,センターの業務を掌理し,所属職員を監督する｡

2　センター長の任期は, 2年とし,再任を妨げない｡

3　センター長の選考に関し必要な事項は,別に定める｡

(客員教授等)

第10条　センターに,客員教授及び客員助教授(以下｢客員教授等｣という｡)を置くこ

とができる｡

2　客員教授等の任期は, 1年以内とし,再任を妨げない｡

3　客員教授等の選考は,信州大学客員教授等選考基準(昭和53年5月17日信州大学規

程第154号)の定めるところによる｡

(事　務)

第11条　センターの事務は,理学部事務部において処理する｡

(雑　則)

第12条　この規程に定めるもののほか,センターの組織及び運営に関し必要な事項は,管

理委員会の議を経て,学長が定める｡

附　則

1　この規程は,平成13年4月1日から施行する｡

2　信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所規程(昭和42年1月18日信州大学規程第81号)

は,廃止する｡

附　則(平成14年9月19日規程第19号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による｡
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信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会規程

(平成13年3月23日信州大学規程第365号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第8条第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センタ

ー運営委員会(以下｢運営委員会｣という｡)の組織及び運営に関し必要な事項を定める｡

(審議事項)

第2条　運営委員会は,次の各号に掲げる事項を審議する｡

一　信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣という｡)の運営に関する

こと｡

二　センターの事業計画に関すること｡

三　センターの予算及び決算に関すること｡

四　その他センターの運営に関し必要な事項

(組　織)

第3条　運営委員会は,次の各号に掲げる委員をもって組織する｡

-　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という｡)

二　各学部(医学部にあっては医学研究科を,農学部にあっては農学研究科を含む｡)か

ら選出された教官各1人

三　センターの専任教官

四　総務部長,経理部長,学生部長及び施設部長

五　その他運営委員会が必要と認める者

2　前項第2号に規定する委員の任期は, 2年とし,再任を妨げない｡

3　第1項第2号に規定する委員に欠員を生じた場合の後任の委員の任期は,前任者の残

任期間とする｡

(委員長)

第4条　運営委員会に委員長を置き,センター長をもって充てる｡

2　委員長は,運営委員会を招集し,その議長となる｡

3　委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名した委員が,その職務を代行す

る｡

(議　事)

第5条　運営委員会は,委員の3分の2以上の出席がなければ,議事を開くことができな

い｡

2　運営委員会の議事は,出席委員の過半数をもって決し,可否同数のときは,議長の決

するところによる｡

(委員以外の者の出席)

第6条　運営委員会が必要と認めたときは,運営委員会に委員以外の者の出席を求め,そ
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の意見を聴くことができる｡

(専門委員会)

第7条　運営委員会に,センターの運営に関する専門的事項を審議するため,必要に応じ,

専門委員会を置くことができる｡

2　専門委員会に関し必要な事項は,運営委員会が別に定める｡

(庶　務)

第8条　運営委員会の庶務は,理学部事務部において処理する｡

(雑　則)

第9条　この規程に定めるもののほか,運営委員会の運営に関し必要な事項は,別に定め

る｡

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行する｡

附　則(平成14年9月19日規程第20号)

この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

平成14年度　山地水環境教育研究センター運営委員会委員名簿(平成14年4月1日現在)

1)センター長　　　　　　　花里孝幸

2)センター(専任教官)

3)センター(専任教官)

4)センター(専任教官)

5)人文学部

6)教育学部

7)経済学部

8)理学部

9)医学部

10)工学部

ll)農学部

12)繊維学部

13)医療技術短期大学部

14)総務部長

15)経理部長

16)学生部長

17)施設部長

柳町晴美

宮原裕一

山本雅道

久保　亨

渡辺隆一

茂木信太郎

公文富士夫

能勢　博

藤縄克之

北原　曜

中本信忠

高　昌星

佐藤茂夫

渡辺政美

橋口勝善

須藤-靖
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信州大学山地水環境教育研究センター利用規程

(平成13年3月23日信州大学規程第369号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第12条の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以

下｢センター｣という｡)の利用に関し必要な事項を定める｡

(利用者の資格)

第2条　センターを利用することができる者は,次の各号に掲げる者とする｡
-　信州大学(以下｢本学｣という｡)の職員

二　本学の学生

三　その他山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という｡)が適当と認めた

者

(利用の範囲)

第3条　センターは,次の各号に掲げる場合に限り,利用することができるものとする｡
-　学術研究を目的とするとき｡

二　学生に対する教育及び実習並びに研究指導を目的とするとき｡

三　地域に対する環境教育を目的とするとき｡

四　その他センター長が必要と認めたとき｡

(利用の申請)

第4条　センターを利用しようとする者は,所定の利用申請書をセンター長に提出し,承

認を得なければならない｡

2　前項に規定する申請は,教育研究等に責任を有する本学の教官を利用責任者として届

け出るものとする｡ただし,第2条第3号に該当する者にあっては,代表者を利用責任者

とすることができる｡

(利用の承認)

第5条　センター長は,前条の利用申請が適当であると認めたときは,これを承落し,刺

用責任者に利用承認書を交付する｡

(利用の変更)

第6条　利用責任者は,利用申請書の記載事項を変更する必要が生じた場合には,センタ

ー長に届け出て,改めて承認を得なければならない｡

2　前項の変更の承認については,前条の規定を準用する｡

(利用者の遵守事項)

第7条　利用者は,利用にあたり施設設備を良好な状態に保つよう努めるとともに,セン

ター長の指示に従わなければならない｡

(報　告)

第8条　利用責任者は,センターの利用を終了又は中止したときは,速やかにその旨をセ
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ンタ-長に報告しなければならない｡

(使用料)

第9条　利用者は,別に定める使用料を納付しなければならない｡

2　前項の使用料は,前納し,既納の使用料は,返還しない｡

3　第1項の規定にかかわらず,信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会(以下

｢運営委員会｣という｡)が特に必要と認めるときは,利用に係る経費の負担を免除するこ

とができる｡

(利用承認の取消し)

第10条　センター長は,次の各号の一に該当するときは,利用者の利用承認を取り消し,

又は利用を中止させることができる｡

一　利用承認申請書に虚偽の記載があったとき｡

二　利用者が第7条の規定に違反したとき｡

三　センターの管理運営上重大な支障を生じさせたとき｡

四　その他利用させることが不適当と認めたとき｡

(損害賠償)

第11条　利用者が,故意又は過失により設備等を破損,滅失又は汚損したときは,速やか

にセンター長に届け出るとともに,これを原状に回復し,又はその損害を賠償しなければ

ならない｡

(雑　則)

第12条　この規程に定めるもののほか,センターの利用に関し必要な事項は,運営委員会

の議を経て,センター長が別に定める｡

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行する｡

附　則(平成14年9月19日規程第29号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による｡
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信州大学山地水環境教育研究センター放射線障害予防規定

(平成13年6月21日信州大学規程第378号)

目次

第1章　総　則(第1条～第3条)

第2章　組織及び職務(第4条～第8条)

第3章　機器設置施設等の維持･管理(第9条･第10条)

第4章　使用等(第11条～第15条)

第5章　危険時の措置等(第16条･第17条)

第6章　記帳及び保存(第18条)

第7章　報　告(第19条･第20条)

附則

第1章　総　則

(目　的)

第1条　この規定は,放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律(昭和32年

法律第167号｡以下｢法｣という｡)及び人事院規則10-5 (職員の放射線障害の防止)

の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢事業所｣という｡)にお

けるニッケル63を装備した表示付ガスクロマトグラフ用エレクトロン･キャプチャ･デ

イテクタ(以下｢表示付ECD｣という｡)の取扱い及び管理に関する事項を定め,放射

線障害の発生を防止し,あわせて公共の安全を確保することを目的とする｡

(適用範囲)

第2条　この規定は,事業所の表示付ECDの取扱い及び管理に当たる者に適用する｡

(遵守等の義務)

第3条　事業所において表示付E CDの取扱等業務に従事する者は,この規定及び安全

管理責任者が放射線障害の防止のために行う指示を遵守しなければならない｡

2　事業所の長(以下｢センター長｣という｡)は,安全管理責任者が法及びこの規定

に基づいて行う意見具申を尊重しなければならない｡

第2章　組織及び職務

(組　織)

第4条　事業所における放射線障害の防止に関する組織は,別表1のとおりとする｡

(放射線障害予防委員会)

第5条　事業所に,放射線障害予防委員会(以下｢予防委員会｣という｡)を置く｡

2　予防委員会は,放射線安全管理等専門部会の議により学長が定める基本方針に基づき,

事業所における放射線障害の発生の防止について企画及び審議する0

3　予防委員会の組織及び運営については,センター長が定める｡

(安全管理責任者の任命)
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第6条　センター長は,放射線障害の発生の防止について管理及び監督を行わせるため,

安全管理責任者を任命しなければならない｡

2　センター長は,安全管理責任者が旅行,疾病その他の理由により不在のとき,その職

務を代行させるため,安全管理責任者の代理者を任命しなければならない｡

3　センター長は,安全管理責任者及び安全管理責任者の代理者を選任又は解任したとき

は,学長に報告しなければならない｡

(安全管理責任者の職務)

第7条　安全管理責任者は,事業所における放射線障害の発生の防止に係る監督に関し,

次の各号に掲げる業務を行う｡

-　放射線障害予防規定の制定及び改廃-の参画

二　立入検査時の立会い

三　異常及び事故の原因調査-の参画

四　センター長に対する意見の具申

五　関係者-の助喜,勧告及び指示

六　放射線安全管理等専門部会の開催要求

七　事業所の予防委員会の開催要求

八　その他放射線障害防止に関する必要事項

2　安全管理責任者は,表示付ECDの使用,保管等の管理を行う｡

3　安全管理責任者は,法に基づく届出等の事務手続,その他関係官庁との連絡等事務的

事項に関する業務を行う｡

(安全管理責任者の代理者の職務)

第8条　安全管理責任者の代理者は,安全管理責任者が旅行,疾病その他の理由により不

在のときは,その職務を代行しなければならない｡

第3章　機器設置施設等の維持･管理

(定期点検)

第9条　安全管理責任者は,別表2の項目及び頻度について定期的に点検を行い,必要に

応じ修理等の措置を講じなければならない｡

2　安全管理責任者は,前項の点検結果及び講じた措置について取りまとめ,センター長

に報告しなければならない｡

3　センター長は,第1項の調査の結果,その異常が使用に重大な影響を及ぼすおそれが

あると認めたときは,学長に報告しなければならない.

(表示の有効期間の更新)

第10条　センター長は,表示付ECDの表示の有効期間を更新する必要があるときは,義

示の有効期間の満了の日までに機構確認を受けなければならない｡

第4章　使用等

(使用)

第11条　表示付ECDを取扱う者(以下｢取扱担当者｣という｡)は,安全管理責任者の
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監督のもとで使用しなければならない｡

2　取扱担当者は,使用中にガスクロマトグラフに故障その他の異常が発生し,又は発生

のおそれがある場合は,直ちにガスクロマトグラフの使用を中止し,その旨を安全管理

責任者に報告しなければならない｡

3　取扱担当者は,表示付ECDを線源洗浄等の目的で業者に引き渡すためガスクロマト

グラフから取りはずす必要が生じたときは,安全管理責任者の承認を受けなければなら

ない｡

4　安全管理責任者は,表示付ECDを購入する際は,そのECDが表示付であることを

確認しなければならない.

5　センター長は,表示付ECDの台数等を変更しようとするときは,あらかじめ学長を

経由して文部科学大臣に届け出なければならない｡

(注意事項の掲示)

第12条　安全管理責任者は,機器設置施設及び表示付ECDが装着されているガスクロマ

トグラフに注意事項を掲示しなければならない｡

(保　管)

第13条　安全管理責任者は,事業所2階第1実験研究室(以下｢研究室｣という｡)に設

置されたガスクロマトグラフ内に,表示付ECDを保管しなければならない｡

2　取扱担当者は,表示付ECDをガスクロマトグラフからみだりに取りはずしてはなら

ない｡

3　安全管理責任者は,研究室を使用していない間はその出入口扉に施錠しなければなら

ない｡

(運　搬)

第14条　安全管理責任者は,表示付ECDを修理,洗浄等のために運搬する必要が生じた

ときは,次の基準に従って行わなければならない｡

一　表示付ECDを容器に封入し運搬の基準に適合した包装とすることo

ニ　表示付E CDを事業所外において運搬する場合は,前号のほか関係法令に定める技

術上の基準に従って必要な措置を講ずること｡

(廃　棄)

第15条　安全管理責任者は,表示付ECDを廃棄する必要が生じた場合,センター長の承

認を得たうえで,廃棄業者等に引き渡さなければならない｡

第5章　危険時の措置等

(危険時の措置)

第16条　安全管理責任者等は,表示付ECDに関し,地震,火災,運搬中の事故等の災害

が起こったことにより放射線障害のおそれがある場合又は放射線障害が発生した場合に

は,直ちに延焼防止,通報,避難警告等応急の措置を講じなければならない｡

2　センター長は,前項の事態が生じた場合は,直ちに警察署及び消防署に通報するとと

もに,遅滞なく学長を経由して文部科学大臣その他関係機関の長に届け出なければなら
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ない｡

(地震等の災害時における措置)

第17条　地震,火災等の災害が起こった場合には,別表3に定める災害時の連絡通報体制

に従い,安全管理責任者は,別表2の点検項目について点検を行い,その結果をセンタ

ー長に報告しなければならない｡

第6章　記帳及び保存

(記帳及び保存)

第18条　安全管理責任者は,表示付ECDの保管,運搬,廃棄及び点検に関する記録をし

なければならない｡

2　安全管理責任者は,前項に定める帳簿を各年度ごとに閉鎖し,閉鎖後5年間保存しな

ければならない｡

第7章　報　告

(異常時の報告)

第19条　センター長は,表示付ECDの盗取又は所在不明等放射線障害が発生し又は発生

するおそれがあるときは,その旨を直ちに,その状況及びそれに対する処置を学長を経

由し, 10日以内に文部科学大臣に報告しなければならない｡

(定期報告)

第20条　安全管理責任者は,毎年4月1日から翌年の3月31日までの期間について放射

線管理状況報告書を作成し,センター長を経由し,学長に, 5月31日までに報告しなけ

ればならない｡

2　学長は,前項の報告書を, 6月30日までに文部科学大臣に提出しなければならない｡

附　則

1　この規定は,平成13年6月21日から施行し,平成13年4月1日から適用する｡

2　信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所放射線障害予防規程(平成8年4月25日信州大学

規程第283号)は,廃止する｡
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